
吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

図面目録

図番 図　 　面　 　名図番 図　 　面　 　名図番 図　 　面　 　名
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改修工事特記仕様書 （ ２ ）

改修工事特記仕様書 （ ３ ）

改修工事特記仕様書 （ ４ ）

配置図

改修工事特記仕様書 （ １ ）

仕上表

現況　 １ 、 ２階平面図

改修後　 １ 、 ２階平面図

現況、改修後　北、西立面図

図　面　 リ 　ス 　 ト

A- 2 1

A- 2 2

A- 2 3

A- 2 4

A- 2 5

建築

現況　 ３ 、 Ｒ階平面図

改修後　 ３ 、 Ｒ階平面図

現況　 １階平面詳細図 （ ２ ）

現況　 ２階平面詳細図 （ １ ）

現況　 ２階平面詳細図 （ ２ ）

現況　 ３階平面詳細図 （ １ ）

現況　 ３階平面詳細図 （ ２ ）

現況　 １階平面詳細図 （ １ ）

改修後　 １階平面詳細図 （ １ ）

改修後　 １階平面詳細図 （ ２ ）

改修後　 ２階平面詳細図 （ １ ）

改修後　 ２階平面詳細図 （ ２ ）

改修後　 ３階平面詳細図 （ １ ）

改修後　 ３階平面詳細図 （ ２ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ）

現況、改修後　南、東立面図

建築 建築

A- 5 1

A- 5 2

A- 5 3

A- 5 4

A- 5 5

A- 5 6

A- 5 7

A- 5 8

A- 5 9

現況、改修後　建具表 （ ３ ）

現況、改修後　 ２階天井伏図

現況、改修後　 ３階天井伏図

現況、改修後　 １階天井伏図

３ 、 Ｒ階劣化調査平面図

劣化調査立面図 （ １ ）

劣化調査立面図 （ ２ ）

１ 、 ２階劣化調査平面図

１ 、 ２階劣化調査天井伏図

A- 6 0 ３階劣化調査天井伏図

劣化調査展開図 （ ２ ）
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A- 6 8

A- 6 9

A- 7 0

A- 7 1

A- 7 2

劣化調査展開図 （ １ ）

１ 、 ２階家具キープラン

３階家具キープラン

木製家具標準仕様書

家具詳細図 （ １ ）

家具詳細図 （ ２ ）

家具詳細図 （ ３ ）

家具詳細図 （ ４ ）

家具詳細図 （ ５ ）

家具詳細図 （ ６ ）

家具詳細図 （ ７ ）

A- 2 6

A- 2 7

A- 2 8

A- 2 9

A- 3 0

現況、改修後　展開図 （ ２ ）

現況、改修後　展開図 （ ３ ）

現況、改修後　展開図 （ ４ ）

現況、改修後　展開図 （ ５ ）

現況、改修後　展開図 （ ６ ）

現況、改修後　展開図 （ ７ ）

現況、改修後　展開図 （ ８ ）

現況、改修後　展開図 （ ９ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ０ ）

現況、改修後　展開図 （ １ １ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ２ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ３ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ４ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ５ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ６ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ７ ）

現況、改修後　展開図 （ １ ８ ）

現況、改修後　展開図 （ ２ ０ ）

現況、改修後　展開図 （ ２ １ ）
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現況、改修後　 １階建具配置図

現況、改修後　 ２階建具配置図

現況、改修後　 ３階建具配置図

現況、改修後　展開図 （ １ ９ ）

現況、改修後　建具表 （ ２ ）

現況、改修後　建具表 （ １ ）



３

２ ． ０

Ｗ＝３ ． ６

Ｍ３ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｍ ４ Ａ Ｓ Ｉ 及びＰ ０ Ａ Ｓ Ｉ 工法の防湿用シート 　 　 　 　 ・ 設ける 　 　 ・ 設けない　 　 　 　 　 （ 表３ ． ４ ． ３ ）

２ ） 　建　築　工　事　仕　様

１ ） 　工　事　概　要

５ ．その他

４ ．別途工事　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

３ ．工事概要は別紙 （仕上表 ） による 。

２ ．工事場所

１ ．工事名称

　ただし 、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書 （建築工事

１ ．標　準　仕　様

２ ．特 　記　仕　様

（ １ ） 項目は番号に○印のついたものを適用する 。

（ ２ ） 特記事項は　○印のついたものを適用する 。

　 　 　 　〇印のつかない場合は、※印のついたものを適用する 。

　 　 　 　〇印と 　※印のついた場合は、共に適用する。○

（ ３ ）特記事項に記載の （ 　 　 　 　 　 ）内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

（ ４ ） 特記事項に記載の 「 　 　 　 　 　 　 」 内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す 。

（ ５ ） 形状寸法の単位は特記なきかぎり 、 ミ リ メートルとする 。

章 項　 　 　目 特　 　 　記　 　 　事　 　 　項

１

一

般

共

通

事

項

　 １ 　 ．適用基準等 図面もし くは特記仕様書に記載なき場合は、以下の仕様書による 。

監修 （ 以下 「 標準仕様書 」 又は 「標仕 」 という 。 ） による 。

繕部監修

　 ２ 　 ．補足基準等 適用仕様等、図面、特記仕様書に記載なきものについては、以下の基準、指針、要領、標準図等

による 。

（ ６ ） 「建設廃棄物処理指針 」 　厚生労働省生活衛生局

（ ９ ） 「 基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置 」 国土交通省告示第４ ６ ８号

（ １ ０ ） 「 官庁施設の総合耐震診断 ・改修基準及び同解説 （平成８年版 ） 」 建設大臣官庁営繕部監修

（ １ １ ） 「 建築工事標準仕様書 ・同解説 」 　日本建築学会

（ １ ２ ） 「 建築工事の手引き 」 　福岡県建築都市部編集

（ １ ３ ） 「 解体工事の手引き 」 　福岡県建築都市部編集

（ １ ４ ） 「 植栽工事の手引き 」 　福岡県建築都市部編集

（ １ ５ ） 「 黒板、畳、襖工事の手引き 」 　福岡県建築都市部編集

　 ３ 　 ．適用範囲等 全ての設計図書は相互に補完する。ただし設計図書間に相違がある場合、適用の優先順位は、次

の （ １ ）から （ ５ ） までのとおりとする 。

（ １ ） 質問回答書　 　 （ （ ２ ） から （ ５ ） に対するもの ）

（ ２ ） 現場説明書

（ ３ ） 特記仕様書

（ ４ ） 別冊の図面

上記の 「 １ ．適用基準等 」及び 「 ２ ．補足基準等」のうち、当該工事に係る図書等については現

場事務所に常備し監督員の確認を得ること 。

　 ５ 　 ．工事実績サービス 請負者は、工事請負額が５ ０ ０万円以上の工事について 、受注時は契約締結後１ ０日以内に、

登録内容の変更時は変更があった日から １ ０日以内に、工事完成時は完成後１ ０日以内に、

工事実績情報サービス （ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ ） に基づき 、 「 建設情報実績 」 を作成し 、契約担当課の確認を

受けた後に、 （ 一財 ） 日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

また、同センター発行の 「 登録内容確認書 」 の写しを契約担当課に提出しなければならない 。

ただし 、期間には、行政機関の休日に関する法律 （ 昭和６ ３年法律第９ １号 ） に定める行政機関

の休日は含まない 。

問い合わせ先　〒８ １ ２－０ ０ １ ３ 　福岡市博多区博多駅東３－１ １－２ ８博多サンシテ ィ ビルⅡ６ Ｆ

　 　 （ 一財 ） 日本建設情報総合センター九州地方センター

　 　 　 　 　 　 Ｔ Ｅ Ｌ 　 ０ ９ ２－４ １ １－３ ６ ６ ４ 　 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ０ ９ ２－４ １ １－３ ４ ８ ６ （ １ ． １ ． ４ ）

※現場説明書による 。請負者は下請け契約を行う全ての工事で施工体制台帳を作成し 、工事

　現場に据え置 く と と もに 、その写しを監督員に提出するこ と 。

　 ６ 　 ．施工体制台帳

　 ７ 　 ．実施工程表 （ １ ． ２ ． １ ）

　 ８ 　 ．工事の記録 工事日報は、工事記録を兼ねることができる 。

下記要領により撮影し 、写真帳に説明を記入のうえ提出する 。 （ 原版は撮影業者が保管する 。 ）

（ １ ． ２ ． ４ ）

　 ２ ４×３ ６以上又は

区　分

着工前

施工中

分　類

カラー

カラー

完成時 カラー

規　格

　※サービス版

　※サービス版

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　※サービス版

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　テ ゛ シ ゛ タル画像

　 ２ ４×３ ６以上又は

　テ ゛ シ ゛ タル画像

※１部

　 ・ （ 　 ）

※１部

・ （ 　 ）

※２部

・ （ 　 ）

部数

２ ４×３ ６以上又は

　テ ゛ シ ゛ タル画像

撮影箇所は監督員との協議による

撮影箇所は監督員との協議による

撮影箇所は監督員との協議による

原版の大きさ 備考

注　記

　撮影者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影者 （着工前、施行中 ） 、

　監督員の承諾する専門業者 （完成時 ） とする 。

　電子データはＲ ＧＢ （ フルカラー ） 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ形式としＣ Ｄ－Ｒで提出する。 （ ２ ０ ０万画素以上３ ０ ０ ｄ ｐ ｉ 以上 ）

各工程ごとに作業時の状況がわかるように黒板 （工事名、撮影箇所、年月日等記入 ） 、スケール等

をあて撮影する 。 このほか、写真の撮影、整理等については国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「工事写真撮影ガイ ドブッ ク建築工事編及び解体工事編 」 による 。

　 ９ ．電気保安技術者 （ １ ． ３ ． ３ ）※適用する （ 工事用電力設備の保安責任者が兼ねる 。 　 ） 　 ・ 適用しない　 　

※現場説明書による　 １ ０ ．施工条件 （ １ ． ３ ． ５ ）

（ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ ） への登録

　建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等に定めるところによるほか、

建設工事公衆災害防止対策要綱に従う と と もに、建築工事安全施工技術指針を参考に、

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。 　 　 　

（ １ ． ３ ． ７ ）

　 １ ２ ．建設リサイクル法

　 １ １ ．施工中の安全確保

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 」 （建設リサイクル法 ）の対象となる工事に該当

（※現場説明書による 　 ・ する 　 ・ しない ）

　 １ ３ ．建設副産物の処理

について

図面等

　 ４ 　 ．現場に常備する

※参考受入場所は現場説明書によ る 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ． ３ ． １ ２ ）

建 　設 　副　産　物　の　処　理　に 　つ　い 　て

　 また 、施工区分表に積み込み ・ 運搬 ・ 処分までの指示がある工事については、現場内に

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分

別し指定された場所へ集積するこ と 。

分別保管場所を設置すると と もに 、再生資源の利用の促進に関する法律、建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設廃棄物処理指

針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法

により適正に処理を行う こ と 。

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出するこ と 。

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を 、工事

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り 、 「 資源循環型社会 」 を構築するため、建設

副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する 。

がれき類

　 （ コンク リー ト塊 ）

　 （ アスフ ァルト塊 ）

木 く ず

建設発生土

汚泥

指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、

「 リサイクル原則化ルール （ 平成１ ８年６月１ ２日策定 ） 」 によ り

建設汚泥については、 「 建設汚泥の再生利用に関するガイ ド ライン

利用を推進する 。

　指　定　副　産　物 （ 原則と して再資源化施設へ持込むもの ）

（ 平成１ ８年６月１ ２日　事務次官通知 ） 」 に従い、建設汚泥の再生

実施する 。

２ １ ．完成図等 種類及び提出形式は下記による （ １ ． ８ ． ２ ）

完成図

※竣工図一式

種　 　類 提　 　出　 　形　 　式 部　 　数

総合図

※一式

※二つ折り白焼き製本 （ Ａ ３ ）

※Ｃ Ａ Ｄデータ （ ＪＷＷ又はＤ Ｘ Ｆ ）

※Ｐ Ｄ Ｆデータ （竣工図電子データ作成要領による ）

※二つ折り白焼き製本 （適宜Ａ １又はＡ ３ ）

※Ｃ Ａ Ｄデータ （ ＪＷＷ ） ・ （ 　 ） 部

※１部

施工図

※構造躯体

※平面図

※屋根及び樋

※建具

・ （ 　 　 　 ）

※二つ折り白焼き （ 適宜Ａ １又はＡ ３ ）

※Ｃ Ａ Ｄデータ （ ＪＷＷ ）

※１部

・ （ 　 ） 部

工作図

※家具図

・ （ 　 　 　 ）

・ （ 　 ） 部

※２部

※二つ折り白焼き （ 適宜Ａ １又はＡ ３ ） ※１部

・ （ 　 ） 部

　 （ 注 ） データの提出はＣ Ｄ－Ｒ 、 Ｄ Ｖ Ｄ－Ｒ又はＵ Ｓ Ｂ フラ ッシュ メモリーに保存して提出するこ と 。

※Ｃ Ａ Ｄデータ （ ＪＷＷ ）

「 改修標仕 」 １ ． ８ ． ３ （ １ ） の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する 。

建設大臣官房官庁営繕部監修の 「 管理者のための建築物保全の手引き 」

提出部数　 　※　 ２ 　部　 　 ・ （ 　 　 ） 部

保全に関する説明書　※建物概要及び内部仕上げ表　※施工者一覧表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　※取り扱い説明書、 メンテナンスについての注意事項 （ １ ． ８ ． ３ ）

２ ２ ．保全に関する資料

２ ３ ．設計Ｇ Ｌ ※図示による 　 　 ・ 現状地盤の平均高さ と し 、監督員の指示による

２ ４ ．過積載の防止 ダンプ ト ラ ッ ク等による工事用資機材等の過積載を行わないこ と 。 さ し枠の装置又は物品

積載装置の不正改造をしたダンプ ト ラ ッ クは工事現場内に出入り させないこと 。

２ ５ ．解体等工事の範囲 解体等工事にかかる範囲は以下のとおり 。

・ 建築物

・ 付属構造物

・建物内配管配線　 ・電気設備機器　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）・ 電気設備

・ 浄化槽　 ・ 貯油槽　 ・ 杭　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 地上部　 ・ 地下部　 ・ 杭　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 給排水設備 ・建物内配管配線　 ・衛生設備機器　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 空調設備

・建物への引込管　 ・ 敷地への引込管 （玉下ろし ） 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 建物内配管　 ・ 空調設備機器　 ・ 建物内風道　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 建物への引込線　 ・ 敷地への引込線 （廃止 ） 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ ガス設備 ・ 建物内配管　 ・ ガス設備機器　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 建物への引込管　 ・ 敷地への引込管 （廃止 ） 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 屋外付帯 ・ 門 、門塀　 ・ 塀 、 フ ェ ンス 　 ・ 舗装 （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 植栽 （ 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 有害廃棄物の処理

・什器、備品類等の撤去

・各種残留物等の撤去は下表による 。 　※を標準とする 。

アスベス ト含有建材

オイルタンク内のオイル

ピ ッ ト （ 浄化槽、便槽 ） 汚泥

Ｐ Ｃ Ｂ使用機器

フロン 、ハロン使用機器

医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物

使用されていた酸、アルカ リ 、薬品等

区　 　分 建物管理者 工事請負者

・ 廃Ｐ Ｃ Ｂ 　 ・ 特定フロンガス 　 ・ 廃石綿等　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

※

※

※

※

※

※

※

・敷地内障害物の調査　 　 ・ 敷地内配管、配線の調査　 　 ・ 地下水位の調査２ ６ ．敷地に関する調査

２ ７ ．原形復旧 工事中、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する 。

２ ８ ．設備工事との

　 　 　 　取合い

※施工区分表による

・ 施工範囲は下記による

　 　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

　 　※図示した鉄筋コンク リー ト部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　 　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイ ッチ

　 　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

風速　 　 　 　 　 （ ・ 　 ３ ２ 　ｍ／秒　 　 　 ・ 　 ３ ４ 　ｍ／秒　 　 　 ）２ ９ ．風速及び

地表面粗度区分 地表面粗度区分 （ ・Ⅰ　 　 ・Ⅱ　 　 ・ Ⅲ　 　 ・Ⅳ　 　 　 ） （各章共通 ）

（各章共通 ）ホルムアルデヒ ド放散等級 （※Ｆ☆☆☆☆　 ・ Ｆ☆☆☆　 ・ Ｆ☆☆　 ）３ ０ ．接着剤

３ １ ．総合図での調整 各工事の着工に先立ち 、各施工図の基準となる総合図を作成し 、監督員の承諾を受ける 。

総合図は施工図作成に先立ち 、建築 ・ 設備 ・ その他別途発注工事業者の情報などをすべて

盛り込んだ図面とし 、それらの接点の細部調整を行う 。

総合図の調整は、建築工事の請負者が行い、設備工事 ・ その他の請負者がそれに協力する 。

３ ２ ．参考図の取り扱い

　 　 （ メーカー仕様の図面 ）

３ ３ ．竣工後の調査 　竣工後 （ ・ ２ 　 ・ １ ） 年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し 、報告すること 。

参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少相違がある製品等でも同等品

以上であれば使用できる 。

２

仮

設

工

事

手　す 　 り 　先　行　足　場　に 　つ　い 　 て

足場を設ける場合は、 「 手すり先行工法等に関するガイ ド ライン （ 厚生労働省　基発第

０ ４ ２ ４ ０ ０ １号平成２ １年４月２ ４日 ） 」 の 「 手すり先行工法等に関するガイ ド ライン 」 によるも

のと し 、足場の組立て 、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、手すり 、中桟及び

両面幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

なお 、設置においては、 「 手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準 」 の２の

（ ２ ） 手すり据置方式又は （ ３ ） 手すり先行専用足場方式により行う こ と 。

１ ．足場その他

内部足場　※脚立、足場板等　 ・ 　 （ 棚足場、ローリング足場 ）

外部足場　※枠組足場　 　 ・ 緊結式足場　 ・ 単管足場　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

防護シートによる養生　※行う 　 ・ 　行わない

材料、撤去材等の運搬　 ・ Ａ種　※Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種　 ・ Ｅ種

（ ２ ． ２ ． １ ）

（表２ ． ２ ． １ ）

（ ２ ． ３ ． １ ）２ ．養生 既存部分の養生　※ビニールシート等　 ・合板　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

固定家具の養生　 ・ 行わない　 ・行う （適宜 ）

既存家具の養生　※ビニールシート等　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

３ ．仮設間仕切 仮設間仕切等の種別 （ ２ ． ３ ． ２ ） （ 表２ ． ３ ． １ ）

・ Ａ種

・ Ｂ種

種別

仮設扉

下地

単管下地

　※　木製扉

　 ・ 　鋼製扉

　 ・ 軽量鉄骨

　 ・ 　木下地

・ Ｃ種 防湿シート

※合板張り程度

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 程度

・合板 （ ※９ ． ０ 　 ・ １ ２ ． ０ ）

・ 石こ うボード （ ※９ ． ５ 　 ・ 　 　 　 ）

　仕上材　 （ 厚さ ） 充てん材

※無し

・片面

・片面

※無し

厚さ 　 　ｍｍ

塗装 設置箇所

図示による

４ ．監督員事務所 （ ２ ． ４ ． １ ）

※構内に新設する 。 （ 　 　 　 　 　㎡程度 ）

※設ける 　 ・ 設けない

・既存建物内の一部を使用する。

監督員事務所に設ける設備、備品については監督員との協議による 。

５ ．工事用水

６ ．工事用電力

７ ．総合仮設計画書

構内既存の施設　 ・ 　利用できる （※有償　 　 ・ 　無償 ） 　※利用できない

構内既存の施設　 ・ 　利用できる （※有償　 　 ・ 　無償 ） 　※利用できない

８ ．危険防止

※要する　 ・ 要しない

・ 　ロープ張り 　 　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

仮囲い等　 ・設ける　 ・ 　設けない

ゲート 　 ・ 　 シート （ 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 　パネル （ Ｗ＝　 　 　 　ｍ ）

　 　 　 　 ・ 　ハンガー （Ｗ＝　 　 　 　ｍ ）

設置方法　※　成形鋼板 （ 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 　亜鉛引鉄板 （ Ｈ＝　 　 　 　ｍ ） 　 ・ 　シート張り 　

垂直防護施設　 ・ 　 メ ッシュシート （ ・ 防炎Ⅰ類　 ・防炎Ⅱ類） ・防音シート （防炎Ⅰ類同等 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ 　枠付き金網　 ・ アルミ防音パネル　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

水平防護施設　 ・ 　防護柵 （ 朝顔 ） 　 　 ・ 　ダブルネッ ト

設置範囲　※図示による 　 　 ・ 　監督員の指示による

防護施設等取付足場　 ・ 　単管一本足場　 　 ・ 　枠組本足場 （ Ｗ＝　 　 　 　 　ｍ ） 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

設置期間　※工事期間中　 　 ・ 　監督員の指示による

９ ．構台 養生構台

乗入れ構台

・ 　設置する （ 図示による ） 　 　 ・ 　設置しない

・ 　設置する （幅員　 　 　ｍ、長さ 　 　 　ｍ ） 　 　 ・ 　設置しない

１ ０ ．工事表示板等

１ １ ．工事車両の出入口

監督員の指示による

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること 。

交通誘導員　 　 ・ 　配置する （ 　大型車両出入の際　 ） 　 　 ・ 　配置しない

３

防

水

改

修

工

事

１ ．改修方法の種類

　 　及び工程 シーリング改修工法の種類及び工程については 「改修標仕 」表３ ． １ ． ２による 。

（表３ ． １ ． １ ）

（表３ ． １ ． ２ ）

２ ． アスフ ァルト防水 （ ３ ． ３ ． ２ ， ３ ） 　 （ 表３ ． １ ． １ ） 　 （ 表３ ． ３ ． ３～１ ０ ）

屋内

防水

保
護
防
水

露
出
防
水

・ 　 Ｐ １ Ｂ工法

・ 　 Ｐ １ Ｂ Ｉ 工法　 　 ・ 　 Ｔ １ Ｂ Ｉ 工法

・ 　 Ｐ ２ Ａ Ｉ 工法

・ 　 Ｐ ２ Ａ工法

・ 　Ｍ４ Ｃ工法

・ 　Ｍ３ Ｄ工法　 　 ・ 　 Ｐ ０ Ｄ工法

・ 　 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 工法　 　 　 ・ Ｍ ３ Ｄ Ｉ 工法

・ 　Ｍ４ Ａ ． Ｓ工法

・ 　 Ｐ １ Ｅ工法　 　 　 ・ Ｐ ２ Ｅ工法

防水改修工法種別

・ Ｂ－１ 　 　 　※　 Ｂ－２

・ Ｂ Ｉ －１ 　 　※　 Ｂ Ｉ －２

・ Ａ Ｉ －１ 　 　※　 Ａ Ｉ －２

・ Ａ－１ 　 　 　※　 Ａ－２

・ Ｃ－１ 　 　 　※　 Ｃ－２ 　 　

・ Ｄ－１ 　 　 　※　 Ｄ－２ 　 　

・ Ｅ－１ 　 　 　※　 Ｅ－２

（ 保護層は図示による ）

新規防水層の種別 施工箇所

　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂ Ａ （ スキン層付き ） 　厚さ （ ｍｍ ） 　※２ ５ 　 ・ （ 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 見え隠れ部分）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロッ ク

　 ・ れんが　 　 　 　※ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ 　 １ ２ ５ ０によるもの

　 ・ 乾式保護材　 　※押出成型セメ ン ト版 （ 厚さ １ ５ｍｍ ） 　

　 ・ 図示による

　 ・ コンク リート 　仕上りの平たんさ 　※ ａ種　 ・ ｂ種　 ・ ｃ種

３ ．改質アスフ ァルト

　 　シート防水 防水改修工法の種別

・ 　Ｍ３ Ａ Ｓ工法

・ 　 Ｐ ０ Ａ Ｓ工法

・ 　Ｍ ３ Ａ Ｓ Ｉ 工法

・ 　Ｍ ４ Ａ Ｓ Ｉ 工法

・ 　 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ 工法

アスファルトの種類　 　※３種　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ２ ． ２ ） （ ３ ． ３ ． ２ ）

Ｍ３Ｄ 、 ＰＯＤ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 、Ｍ３ Ｄ Ｉ 、及びＭ４ Ｄ Ｉ 工法の脱気装置　 　※設ける　 ・設けない　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ３ ． ３ ）

断熱工法の断熱材　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ３ ． ２ ）

立上り部の保護材　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ３ ． ２ ）

防水改修方法の種類及び工程については 「 改修標仕 」表３ ． １ ． １による 。

（表８ ． １ ． ５ ）

新規防水層の種別 施工箇所厚さ （ ｍｍ ）

４ ．合成高分子系ルー

　 　 フ ィ ングシート防水 防水改修工法の種別 新規防水層の種別

・ 　 Ｐ ０ Ｓ工法

・ 　 Ｓ ４ Ｓ工法

・ 　 Ｐ ＯＳ Ｉ 工法

・ 　 Ｓ ４ Ｓ Ｉ 工法

・ 　 Ｓ ３ Ｓ工法

施工箇所 仕上げ塗料塗り 使用分類

※非歩行

・ 　 カラー

・ 　シルバー・ Ｓ－Ｆ １ 　 　 ・ Ｓ－Ｆ ２

・ Ｓ－Ｍ３

・ Ｓ Ｉ －Ｆ １ 　 ・ Ｓ Ｉ －Ｆ ２

・ Ｓ Ｉ －Ｍ１ 　 ・ Ｓ Ｉ －Ｍ２

目地処理　※図示による 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 （ ３ ． ５ ． ４ ）

脱気装置　 ・ 設ける　 ・ 設けない　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ５ ． ３ ）

５ ．塗膜防水 （ ３ ． ６ ． ３ ） （ 表３ ． ６ ． １ ）

改修工法種別 新規防水層種別 仕上げ塗料塗り

　 ・ 　 Ｐ ０ Ｘ 　※　 Ｘ－２

　※　 Ｘ－２

　※　カラー　 ・ 　シルバー

　※　カラー　 ・ 　シルバー

脱気装置 ※図面図示による　 　 　 ・ 　種類 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 　設置数量 （ 　 　 　 　 　 ）

６ ． 　シーリング シーリング改修工法の種類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． １ ． ４ ） 　 （ 表３ ． １ ． ２ ）

　 ・ シーリング充填工法　 　 　 　 ・ シーリング再充填工法

　 ・ 拡幅シーリング再充填工法　 　 　 ・ ブリ ッジ工法

シーリング材の種類

「改修標仕 」表３ ． ７ ． １による 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 表３ ． ７ ． １ ）

接着性試験

・ 　引張接着性試験 （部位　 　 　 　 　 　 　 ）

気環境局大気環境課 ） 」 及び 「 石綿障害予防規則 （平成１ ７年７月１日施

行 ） 」 に従い、収集、運搬、処分を行う 。

廃石綿等

「 建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル （ 環境省水 ・大

「 電気事業法 ： 電気関係報告規則 」 及び 「 ポリ塩化ビフ ェニル廃棄物

の適正な処理の推進に関する特別措置法 」 に従い、報告書の作成 ・ 届

出を行う と と もに 、適正に保管できるよ うにして施設管理者に引き渡

すこ と 。

廃Ｐ Ｃ Ｂ等

　特　別　管　理　産　業　廃　棄　物

　 　保全等

　建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、水質

　汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法その他関係法令等に定める

　 ところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工の各段階において 、騒音、

　振動、粉じん、臭気、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう 、周辺環境の保全に努める 。

排　出　ガ 　ス 　対　策　型　建　設　機　械　に　つ　い　て

「排出ガス対策型建設機械指定要領 」 に基づき 、指定された建設機器を使用すること 。

（ 対象機種： ハ ゛ ックホウ、 フ ゛ ルト ゛ ーサ ゛ 、 ト ラクターショヘ ゛ル （ 車輪式 ） 、空気圧縮機（可動式） 、油圧ユニッ ト

（ 油圧ハンマ ・ アースオーカ ゛ 油圧式鋼管圧入引抜機 ・油圧式杭圧入引抜機 ・ アースオーカ ゛ ・ オールケーシンク ゛掘削機

リハ ゛ ーサーキュレーシ ョ ン ト ゛ リル ・ アース ト ゛ リル ・ 地下連続壁施工機 ・ 全回転型オールケーシンク ゛ 掘削機の基礎工事用機

械のうちヘ ゛ ースマシンとは別に独立したテ ゛ ィーセ ゛ ルエンシ ゛ ン駆動の油圧ユニッ トを搭載しているもの ） 、 ロート ゛

ローラー、 タイヤローラ 、振動ローラ 、ホイールクレーン、発電発動機（可動式 （溶接兼用機を含む ） ）但し 、以上

はテ ゛ ィーセ ゛ ルエンシ ゛ ン （ エンシ ゛ ン出力７ ． ５ Ｋ ｗ以上２ ６ ０ Ｋ ｗ以下 ） を搭載したものに限る 。 ）

・ 工事における振動被害防止要領の適用　振動計の設置については現場説明書による

１ ４ ．施工中の環境

（ １ ． ３ ． １ １ ）

１ ５ ．再資源利用 （ 促進 ） ※　提出する　 　 ・提出しない

１ ６ ．建築材料等 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする 。

ただし 、 「 同等のものとする場合は、監督員の承諾を得る 。 」 と特記されたものについては、

国土交通省大臣官房営繕部監修 「建築材料 ・ 設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

（最新版 ） 」 による 。福岡県認定リサイクル製品の使用製品名及び使用部位については、現場

説明書によること 。標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受け、

当該製品の指定工法によることができる 。 （ １ ． ４ ． １ ）

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

国による環境物品等の調達の推進等に関する法律 （ グリーン購入法 ） により 、環境負荷の低

減できる材料を選定すること 。

使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する

こと 。

工事に使用する材料は、アスベス ト を含有しないものとする 。

指定品目、判断基準は 「福岡県環境物品等調達方針 」 によるこ と 。

　 １ ７ 　 ．施工数量調査
調査項目 調査範囲 調査方法 報告書 ・数量書

※２部

※２部

※２部

※２部

※既存部分の破壊を行った場合の補修方法は図面図示による 。 　 　 　 　 （ １ ． ５ ． ２ ） （ １ ． ５ ． ３ ）

　 １ ８ 　 ．技能士 　適用工事

工　事　種　別

・鉄筋工事

・ コンクリート工事

・木工事

・左官工事

・塗装工事

・屋根及び樋工事

・内装工事

・内装工事

・金属工事

・植栽工事

鉄筋施工

型枠施工

建築大工

左官

塗装

建築板金

内装仕上げ施工

表装

内装仕上げ施工（鋼製下地）

造園 　請負額　 ３ ０ ０万以上

備　 　 　考技　能　検　定　職　種

１ ９ ．施工の検査等 見本施工の実施箇所 （ 　 　 　 　 　 ） 　工種 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） （ １ ． ６ ． ５ ）

２ ０ ．ホルムアルデヒ ド

　 　及び揮発性有機化

　 　合物の測定

室内空気中化学物質の濃度測定　 　 ・ 行う 　 　 ・行わない

測定対象室

ＶＯＣ測定の検体数　 　 ・ 　 　 カ所

ホルムアルデヒ ド測定の検体数　 　 ・ 　 　 カ所

※現場説明書による 　 　 ・ 各階１ カ所　監督員の指示による 。

測定方法等は 「 揮発性有機化合物の室内測定要領 」 参照

※学校施設については、文部科学省 「学校環境衛生基準 」

（ 平成２ １年４月１日告示第６ ０号 ） に基づき Ｖ Ｏ Ｃ等の測定を行う 。 （ １ ． ６ ． ９ ）

測定時期、測定位置、方法については、測定前に監督員に確認する。

廃プラスチッ ク 　 　 ガラス 、陶磁器 く ず　 　廃石膏ボード 　 　金属 くず 　 　繊維 く ず

その他の廃棄物

（ ５ ） 改修標準仕様書

仕上げ塗料の使用量等　※シートの製造所の仕様による 　 ・ （ 　 　 　 　 ）

・ Ａ Ｓ－Ｔ １ 　 ・ Ａ Ｓ－Ｔ ２ 　 ・ Ａ Ｓ－Ｊ ２

・ Ａ Ｓ－Ｔ ３ 　 ・ Ａ Ｓ－Ｔ ４ 　 ・ Ａ Ｓ－Ｊ １

・ Ａ Ｓ－Ｊ ３

・ ＡＳ Ｉ －Ｔ １ 　 ・ Ａ Ｓ Ｉ － Ｊ １

Ｍ ３ Ａ Ｓ 、 Ｐ ０ Ａ Ｓ 、Ｍ３ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｍ４ Ａ Ｓ Ｉ 及びＰ ０ Ａ Ｓ Ｉ の脱気装置　 　※設けない　 ・ 設ける 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ４ ． ３ ）

（ ３ ． ５ ． ２ ， ３ ） 　 （ 表３ ． １ ． １ ） 　 （ 表３ ． ５ ． １ ， ２ ）

概成工期 （ 令和　 　年　 　月　 　日 ）

　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編 ） （令和７年版 ） 」 （ 以下 「 改修標仕 」 ）及び 「 建築改修工事監理指針 （令和７年版 ） 」 による 。

編 ） （ 令和７年版 ） 」 及び 「 建築工事監理指針 （令和７年版 ） 」 による 。

（ ２ ） 「公共建築改修工事標準仕様書 （建築工事編 ）令和　 ７ 　年版 」国土交通省大臣官房官庁営

（ ３ ） 「公共木造建築工事標準仕様書　令和　 ７ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（ １ ） 「建築構造設計基準　令和　 ３ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ ４ ） 「建築物解体工事共通仕様書　令和　 ４ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（ ２ ） 「 建築工事標準詳細図　令和　 ４ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ ３ ） 「 建築工事監理指針　令和　 ７ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ ４ ） 「 建築改修工事監理指針　令和　 ７ 　年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ ５ ） 「 建築工事安全施工技術指針 ・ 同解説　平成２ ７年版 」 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（ １ ） 「公共建築工事標準仕様書（建築工事編 ）令和　 ７ 　年版 」国土交通省大臣官房官庁営繕部

Ｎ ｏ ． １

改　修　工　事　特　記　仕　様　書

（ ８ ） 「建築物等の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル （ 新版 ） 」

建設業労働災害防止協会

（ ７ ） 「 建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び　 　 　 　厚生労働省労働基準局

石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル 」 　環境省水 ・大気環境局

外装 ・内装材、防水材

・ Ｄ Ｉ －１ 　 　※　 Ｄ Ｉ －２

常温密着工法

（ ３ ． ４ ． ２ ， ３ ） 　 （表３ ． １ ． １ ） 　 （ 表３ ． ４ ． １～３ ）

３ ． ０ｍｍ以上

施工箇所

※　簡易接着性試験　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ７ ． ８ ）

図示による

・ 　Ｍ４ Ａ Ｓ工法

・ 　 Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工法

・ 　Ｍ４ Ｓ工法

・ 　Ｍ４ Ｓ Ｉ 工法

・ Ｓ Ｉ －Ｆ １ 　 　 ・ Ｓ Ｉ －Ｍ２

・ Ｓ－Ｍ３

・ Ｓ Ｉ －Ｍ１ 　 　 ・ Ｓ Ｉ －Ｍ２

・ Ｓ－Ｍ１ 　 　 ・ Ｓ－Ｍ２

・ Ｓ－Ｍ１ 　 ・ Ｓ－Ｍ２

・ Ｓ－Ｍ１ 　 ・ Ｓ－Ｍ２

・ Ｓ－Ｆ １ 　 　 ・ Ｓ－Ｆ ２

劣化調査 ひび割れ等補修範囲 全面打診

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 　製造メーカー仕様

※遮熱仕様

福岡県筑紫野市吉木２ ５ ２ ６番地２

電気設備工事 機械設備工事

渡り廊下改修工事

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名

管理技術者 主任 検印

改修工事特記仕様書 （ １ ） A- 0 1

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事
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図示３

防

水

改

修

工

事

７ ． 　 とい

防露材のホルムアルデヒド放散量　 　 　 　 　 　 　※　 Ｆ☆☆☆☆のもの　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

８ ． 　アルミニウム製笠木 部材の種類　 　 ・ 　 ２ ５ ０形　 ・ 　 ３ ０ ０形　 ・ 　 ３ ５ ０形　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　

といの材種等　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ８ ． ２ ）

（ ３ ． ９ ． ２ ）

表面処理

棟上避雷導体システム ※　無 ・ 　有

９ ．施工 次表のとおり とする 。

（ １ ） 延べ面積が５ ０ ０㎡以上の建築物

（ ２ ） 特殊な用途等に係る建築物で、

　 　 　 　 　 　高度な防水技術を要するものと

　 　 　 　 　 　監督員が承諾する場合

（ ３ ） 　 （ １ ） 、 （ ２ ）以外の場合

防水施工業者は、建設業法第３条の許可 （防水工事業 ） を

受けている者で、 （一社 ）福岡県防水工事業協会会員又は、

これと同等以上の施工責任が認められる者から選ぶこと 。

防水施工工事業者は、建設業法第３条の許可（防水工事業 ）

を受けている者から選ぶこと 。

１ ０ ．保証年限 防水保証年限は、引渡の日から次表のとおり とする 。

保証については防水工事業者が、 （ 一社 ） 福岡県防水工事業協会会員の場合は、

請負業者、防水工事業者、 （ 一社 ） 福岡県防水工事協会の連名保証とする 。

その他の場合は、請負業者、防水工事業者、製造メーカーの連名保証とする 。

保証年限（年 ）

アスファルト防水 （ Ａ－１ ， ２ ， ３ 、 Ａ ｌ －１ ， ２ ， ３ 、 Ｂ－１ ， ２ ， ３ 、 Ｂ ｌ －１ ， ２ ， ３ 、 Ｄ－１ ， ２ ， ３ ， ４ 、 Ｄ Ｉ －１ ， ２ ）

改質アスフ ァルト シート防水 （ Ａ Ｓ－Ｔ １ ， ２ ， ３ ， ４ 、 Ａ Ｓ－ Ｊ １ ， ２ 、 Ａ Ｓ Ｉ － Ｔ １ 、 Ａ Ｓ Ｉ － Ｊ １ ）

合成高分子系ルーフ ィ ングシート防水 （ Ｓ－ Ｆ １ ， ２ ： シー ト （ ア ） １ ． ５ｍｍ及び２ ． ０ｍｍ 、 Ｓ－Ｍ１ ， ２ ， ３ 、

Ｓ Ｉ － Ｆ １ ， ２ 、 Ｓ Ｉ －Ｍ１ ， ２ ） 　 、 　塗膜防水 （ Ｘ－１ ， ２ ）

合成高分子系ルーフ ィ ングシート防水 （ Ｓ－Ｆ １ ： シー ト （ ア ） １ ． ２ｍｍ ）

防水の種類

7

10

１ １ ． その他の防水
施工箇所 種別 ・工法 保証年限 （年 ） 備考

１ ．施工調査数量 調査範囲 ※図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 1 . 5 . 2 )

調査項目　 　

調査方法　 　 　 　・ 図示　 　 　 　※目視及び打診　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する 。 また 、ひび割れ部の

　挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する 。

調査報告書 ※ （ 　 　 　 　 　 ） 部を監督員に提出する 。

２ ．調査のための 補修方法 ・ 図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 1 . 5 . 3 )

３ ．ひび割れ部改修方法 ・ 樹脂注入工法

材　 　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（ ・低粘度形　 　 ・中粘度形 ）

・軟質形エポキシ樹脂

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　 　 　注入口間隔　 　※２ ０ ０～３ ０ ０ｍｍ間隔　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 エポキシ樹脂の注入量 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

　 ・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ幅 （ ｍｍ ）

０ ． ３以下

０ ． ３～ ０ ． ５

０ ． ５～ １ ． ０

５ ０～１ ０ ０

１ ０ ０～ ２ ０ ０

１ ５ ０～ ２ ０ ０

エポキシ樹脂の注入量　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

注入口間隔 （ ｍｍ ）

コア抜き取り確認 ・ 実施する 　 　 　 　 　※実施しない

　 コア抜き取り個数　 　 　ひび割れ長さ 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ひび割れ長さ 　 　 ５ ０ ０ｍ毎及びその端数につき １個

　 コアの形状　 　 　 　径５ ０ｍｍ 　 　深さ ７ ０ｍｍ

　抜き取り部の補修方法　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｕ カ ッ トシール材充填工法

材　 　料 種　 　別 備　 　考

・ シーリング用材料

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ５ ７ ５ ８

・ 可と う性エポキシ樹脂

　 　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ポリマーセメン トモルタルの充填

※行う 　 　 　 　 ・ 行わない

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ シール工法

材　 　料 製　造　所

・パテ状エポキシ樹脂　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

・可と う性エポキシ樹脂　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

４ ．欠損部改修方法 ・ 充填工法

材　 　料 製　造　所

・ エポキシ樹脂モルタル　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

・ ポリマーセメン トモルタル

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

１ ．施工調査数量 調査範囲 ( 1 . 5 . 2 )※図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

調査項目　 　※ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する 。 また、ひび割れ部の挙動

　の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する 。

※モルタルのはがれ及び剥離部を壁面に表示する 。

※浮き部分を壁面に表示する 。

調査方法　 　 　 　・ 図示　 　 　 　※目視及ぶ打診　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

調査報告書 ※ （ 　 　 　 　 　 ） 部を監督員に提出する 。

　 　 　破壊部分の補修

２ ．調査のための 補修方法

３ ．ひび割れ部改修方法 ・ 樹脂注入工法 ( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 4 )

材　 　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（ ・低粘度形　 　 ・中粘度形 ）

・軟質形エポキシ樹脂

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ひび割れ幅 （ ｍｍ ）

０ ． ３以下

０ ． ３～ ０ ． ５

０ ． ５～ １ ． ０

５ ０～１ ０ ０

１ ０ ０～ ２ ０ ０

１ ５ ０～ ２ ０ ０

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　 　 　注入口間隔　 　※２ ０ ０～３ ０ ０ｍｍ間隔　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 エポキシ樹脂の注入量

　 ・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂の注入量　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

注入口間隔 （ ｍｍ ）

　 ・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

　 　 　注入口間隔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　注入口間隔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 1 . 5 . 3 )

１ ．施工調査数量 調査範囲 ( 1 . 5 . 2 )※図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

調査項目　 　

※タイルの剥がれ及び剥落部を壁面に表示する 。

※浮き部分を壁面に表示する 。

※漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する 。

調査方法　 　 　 　・ 図示　 　 　 　※目視及ぶ打診　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

調査報告書 ※ （ 　 　 　 　 　 ） 部を監督員に提出する 。

２ ．調査のための

　 　 　破壊部分の補修

補修方法 ・ 図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 1 . 5 . 3 )

３ ．ひび割れ部改修方法 ・ 樹脂注入工法 ( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 5 . 5 )

材　 　料 製　造　所

※エポキシ樹脂

（ ・低粘度形　 　 ・中粘度形 ）

・軟質形エポキシ樹脂

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ひび割れ幅 （ ｍｍ ）

０ ． ３以下

０ ． ３～ ０ ． ５

０ ． ５～ １ ． ０

５ ０～１ ０ ０

１ ０ ０～ ２ ０ ０

１ ５ ０～ ２ ０ ０

注入工法の種類

　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　 　 　注入口間隔　 　 ※２ ０ ０～３ ０ ０ｍｍ間隔　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 エポキシ樹脂の注入量

　 ・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂の注入量　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

注入口間隔 （ ｍｍ ）

　 ・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜き取り確認 ・ 実施する 　 　 　 　 　※実施しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ひび割れ長さ 　 　 ５ ０ ０ｍ毎及びその端数につき １個

　 　 　注入口間隔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 コアの形状　 　 　 　径５ ０ｍｍ 　 　深さ ７ ０ｍｍ

　 コア抜き取り個数　 　 　ひび割れ長さ 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　抜き取り部の補修方法　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ Ｕ カ ッ ト シール材充填工法

材　 　料 種　 　別 備　 　考

・ シーリング用材料

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ５ ７ ８ ５

・ 可と う性エポキシ樹脂

　 　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ポリマーセメン トモルタルの充填

※行う 　 　 　 　 ・ 行わない

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 5 . 6 )

　 コアの形状　 　 　 　径５ ０ｍｍ 　 　深さ ７ ０ｍｍ

　抜き取り部の補修方法　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｕ カ ッ トシール材充填工法

材　 　料 種　 　別 備　 　考

・ シーリング用材料

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ５ ７ ８ ５

・ 可と う性エポキシ樹脂

　 　ポリウレタン系シーリング材

　※１成分形又は２成分形

　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ポリマーセメン トモルタルの充填

※行う 　 　 　 　 ・ 行わない

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

製造所　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ シール工法

材　 　料 製　造　所

・パテ状エポキシ樹脂　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

・可と う性エポキシ樹脂　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 5 )

４ ．欠損部改修方法 ・ 充填工法

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類

・充填工法

・ モルタル塗替え工法

・ ポリマーセメン トモルタル

改修標仕４ ． ２ ． ２ （ ９ ） による既製目地材

　 ・ 適用する

　 　 （ 形状　※図示　 ・ 　 　 　 ）

材　料 品質 ・規格等

塗厚２ ５ｍｍを超える場合の補強

※行う 　 ・ 行わない　 ・ 図示

・ モルタル塗替え工法

　仕上げ厚又は全塗厚が２ ５ｍｍを超える場合の処置

　※図示　 　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

５ ．浮き部改修方法

注入口の箇所数アンカーピンの本数

指定部一般部 一般部 指定部 （ 箇所／ｍ ｌ ）

又は注入量

充填量
改修工法の種類

（ モルタルを撤去しない場合 ）

・ アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面ポリマー

　セメン ト スラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマー

　セメン ト スラリー注入工法

※１ ６ ※２ ５ ※２ ５

※１ ３ ※２ ０

※１ ３

※９

※９

※９

※２ ０

※１ ６

※１ ６

※１ ６

※１ ２

※１ ２

※９

※９

※２ ０

※２ ０

※１ ６

※１ ６

※２ ５

※５ ０

※２ ５

※２ ５

※５ ０

- -

--

　材質　 　 　※ステンレス鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 、呼び径４ｍｍの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　材質　 　 　※ステンレス鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 、呼び径外径６ｍｍ

アンカーピン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ． ２ ． ２ ）

注入口付アンカーピン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ． ２ ． ２ ）

( 4 . 2 . 2 )

・ 固定用エポキシ樹脂高粘度形

・注入用エポキシ樹脂

・ ポリマーセメン トスラリー

注入量 （ ｍ ｌ ／箇所 ）

・ ２ ５ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ ２ ５ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ ５ ０ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

材　 　料 製造所

　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

　厚さ 　 　※ １ ０ 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

※検査

テス トハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し 、承諾を受ける 。

　 コア抜き取り個数　 　 　ひび割れ長さ 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ひび割れ長さ 　 　 ５ ０ ０ｍ毎及びその端数につき １個

・ 実施する 　 　 　 　 　※実施しないコア抜き取り確認 ４ ．ひび割れ改修工法

・ タ イル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

方向

形式
外部側に柱形のない場合 外部側に柱形のある場合

垂直方向

水平方向

　柱形の両端及び３～４ｍ　柱の両側又は開口端部上下及び

　中間３～４ｍ程度 　程度

各階ごと打継ぎ目地の位置

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の寸法 ( 4 . 5 . 8 )

　誘発目地

　 コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ

　上記以外の箇所の目地

　幅２ ０ ｍｍ以上 、深さ １ ０ｍｍ以上

　幅１ ０ ｍｍ以上 、深さ １ ０ｍｍ以上

（ 表 ４ ． ５ ． ３ ）

タ イルの種類 タイルの大きさ

外装壁タイル
　二丁掛けタイル以下

　小口タ イル

　 ２ ５ｍｍ角を越え

ユニッ ト タ イル 　小口未満

　小口未満 　 モザイク タイル張り

　 マスク張り

　改良圧着張り

　改良積上げ張り

　密着張り

工法

モルタル

モルタル

塗厚 （ ｍｍ ）

５～８

４～７

下地側４～ ６

タイル側３～４

３～４

３～５

備考
種類

張り付け材料

１枚ずつ張り

付ける

ユニッ トごと

に張り付ける

( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 5 . 7 ) ( 4 . 5 . 8 )

き じの質 うわぐすり

無ゆう 施ゆう

役物 色

有 標準 特注

見本

焼き
備考形状 ・寸法

役物

タイルの試験張り

タイルの見本焼き ※行わない

※行わない

・ 行う

・ 行う

標準的な曲がり （ 小口、標準、二丁、屏風 ） の役物は一体成形とする 。

５ ．浮き部改修方法 （ ４ ． １ ． ４ ） （ ４ ． ５ ． ９～ １ ５ ） （ 表 ４ ． ４ ． ３ ， ４ ）

注入口の箇所数アンカーピンの本数

指定部一般部 一般部 指定部 （ 箇所／ｍ ｌ ）

又は注入量

充填量
改修工法の種類

（ モルタルを撤去しない場合 ）

・ アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面ポリマー

　セメン ト スラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマー

　セメン ト スラリー注入工法

※１ ６ ※２ ５ ※２ ５

※１ ３ ※２ ０

※１ ３

※９

※９

※９

※２ ０

※１ ６

※１ ６

※１ ６

※１ ２

※１ ２

※９

※９

※２ ０

※２ ０

※１ ６

※１ ６

※２ ５

※５ ０

※２ ５

※２ ５

※５ ０

- -

--

・ 注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

※９ ※１ ６ ※９ ※１ ６ ※５ ０

　材質　 　 　※ステンレス鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 、呼び径４ｍｍの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　材質　 　 　※ステンレス鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 、呼び径外径６ｍｍ

タ イル張り工法と張付け材料の塗厚

タイルの種類

目地等の形状は、凹凸、広狭等のないものとする 。

鋼管製といの防露巻きは改修標仕 （ 表３ ． ８ ． ４ ） による 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ． ８ ． ３ ）

( 4 . 2 . 2 )

・ 固定用エポキシ樹脂高粘度形

・注入用エポキシ樹脂

・ ポリマーセメン トスラリー

注入量 （ ｍ ｌ ／箇所 ）

・ ２ ５ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ ２ ５ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ ５ ０ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

材　 　料 製造所

　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ０ ２ ４の規格品

アンカーピン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ． ２ ． ２ ）

注入口付アンカーピン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ． ２ ． ２ ）

※検査

　 テス トハンマーによる打診により確認を行い、その結果を監督員に提出し 、

　承諾を受ける 。

６ ．目地改修工法 ・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

　 シーリング用材料 ※改修標仕 （ 表３ ． ７ ． １ ） による 。種類

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 5 . 1 6 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 5 . 1 6 )

　 既製調合モルタル （ 目地材料 ） 　製造所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

１ ．施工調査数量 調査範囲

調査項目　 　

※図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※仕上げ塗材等の劣化部分、剥落部分等を壁面に表示する 。

※既存塗膜と新規塗材との適合性を確認する 。

調査方法　 　 　 　

調査報告書 ※ （ 　 　 　 　 　 ） 部を監督員に提出する 。

・ 図示　 　 　 　※目視及ぶ打診　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

( 1 . 5 . 2 )

( 1 . 5 . 3 )
補修方法 ・ 図示　 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）２ ．調査のための

　 　 　破壊部分の補修

　 　下地処理及び下地

　 　調整

３ ．既存塗膜等の除去、 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ． ６ ． ３ ） （ 表４ ． ６ ． ２～４ ． ６ ． ５ ）

工法 処理範囲 下地処理

※高圧水洗工法 （ ３ ０ＭＰ ａ程度以上 ）

・ サンダー工法 （ １ ０ＭＰ ａ程度以上 ）

・ 塗膜剥離剤工法

・集じん装置併用手工具ケレン工法

・集じん装置付き超高圧水洗工法

・集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

・ 水洗い工法

※既存仕上げ面全体 ・図面図示

※既存仕上げ面全体 ・図面図示

※既存仕上げ面全体 ・図面図示

※既存仕上げ面全体 ・図面図示

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※上記処理範囲以外の既存面全面

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

塗膜剥離剤　製造所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

下地調整材

※下地調整塗材

・ 防水形仕上塗材主材を使用

・ ポリマーセ メン ト モルタル　 　製造所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

４ ．仕上塗材仕上げ

種類 呼び名 仕上げの形状 工法 備考

４

（
１
）

外

壁

改

修

工

事

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

放

し

仕

上

げ

４

（
２
）

内

壁

改

修

工

事

モ

ル

タ

ル

塗

仕

上

げ

４

（
２
）

外

壁

改

修

工

事

モ

ル

タ

ル

塗

仕

上

げ

４

（
３
）

外

壁

改

修

工

事

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

４

（
３
）

外

壁

改

修

工

事

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

４

（
４
）

外

壁

改

修

工

事

塗

り

仕

上

げ

４

（
４
）

外

壁

改

修

工

事

塗

り

仕

上

げ

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 4 )

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）※　 Ａ Ｂ－１種又はＢＢ－１種

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 5 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 6 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 7 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 4 . 8 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 3 . 6 )

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 2 . 2 ) ( 4 . 4 . 9 )

（ ４ ． １ ． ４ ） （ ４ ． ４ ． １ ０～１ ５ ） （ 表 ４ ． ４ ． ３ ， ４ ）

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 5 . 8 )

（ 表 ４ ． ５ ． １ ）

（ ４ ． １ ． ５ ） （ ４ ． ２ ． ２ ） （ 表 ４ ． ２ ． ３～６ ）

Ｎ ｏ ． ２

（ 本／ｍ2 ） （ 箇所／ｍ2 ）

（ 本／ｍ2 ） （ 箇所／ｍ2 ）

　 　 　破壊部分の補修

・ 浮き部分撤去モルタル塗替え工法

施工箇所
無

検出装置

４ ．樹脂製建具 （ ５ ． ３ ． １ ） （ 表 ５ ． ３ ． １ ）

種別 外部に面する建具 内部建具

　※　普通サッシ

　 ・ 　防音サッシ

　 ・ 　断熱サッシ

　 ・ 　 Ａ種　 ・ 　 Ｂ種　 ・ 　 Ｃ種 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

　性能　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　性能　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

枠の見込み寸法　 　※図示による

５ ．鋼製建具 簡易気密型ドアセッ トの性能値

　※適用する 　 （ ※Ａ－３ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 　適用しない

亜鉛めっき鋼板のめっき付着量　 　※Ｚ １ ２又はＦ １ ２ 　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

( 5 . 4 . 2 )

鋼板の厚さ 　 　※ 「 改修標仕 」 表５ ． ４ ． ２による 　 　 ・ 　建具表による

６ ．鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセッ トの性能値　※適用する （ ※Ａ－３ 　 ・ 　 　 　 　 ） ・ 　適用しない

ビニール被覆鋼板

( 5 . 4 . 3 )

( 5 . 4 . 4 )

( 5 . 5 . 2 )

( 5 . 5 . 3 )・ 　適用する ・ 　適用しない

・ 　適用する ・ 　適用しないカラー鋼板

召合わせ、縦小口包み板などの材質　※鋼板　 ・ 　 ステンレス鋼板　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

３ ．網戸

　 　網の材種　 　※　合成樹脂製　 　 ・ 　 ガラス繊維入り合成樹脂製　 　 ・ 　 ステンレス製

※　外面納まりの可動式　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ ５ ． ２ ． ３～ ４ ）

７ ． ステンレス製建具 材質　※Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 ） 表面仕上げ　※Ｈ Ｌ 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

曲げ加工　※普通曲げ　 　 ・ 　角出し曲げ

（ ５ ． ６ ． ２～ ５ ）

見本品を監督員に提出して承諾を受ける 。 （ 表 ５ ． ７ ． １ ） （ ５ ． ７ ． ２～ ４ ）

マスターキー

８ ．建具用金物

※製作する 　 （ ※新規　 ・ 　既存に合わせる ） ・ 　製作しない

建具金物の種類

種　 　 　 　 　類 品　質　 ・ 　規　格

評価名簿による

シリンダ箱錠

本締り錠

ドアクローザ

ピポッ ト ヒンジ

ヒンジクローザ

フロアヒンジ
評価名簿による

９ ．自動ド ア開閉装置

引き戸用

駆動装置の性能値

引き戸 （ 多機能ト イレ ） 用

※ 「 改修標仕 」 表５ ． ８ ． １による

※ 「 改修標仕 」 表５ ． ８ ． ２による

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

※ 「 改修標仕 」 表５ ． ８ ． ３による ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

戸の開閉方式　※図示による ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

（ ５ ． ８ ． ２～ ４ ）

検出装置の種類　 ・ 光線 （ 反射 ） センサー　 　 ・ 熱線センサー　 　 ・ 音波センサー

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 光電センサー　 　 ・ 電波センサー

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ タ ッチスイ ッチ 　 ・ 押しボタンスイ ッチ 　 　 ・ 多機能ト イレスイ ッチ

工事範囲 一次測配線は別途工事と し 、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

１ ．改修工法 既存建具を新規金属製建具に改修する場合の工法

　 ・ 　かぶせ工法 　 ・ 　撤去工法

( 5 . 1 . 3 )

（ ５ ． ２ ． ２～４ ） （ 表５ ． ２ ． １ ） （ 表５ ． ２ ． ２ ）

種別 外部に面する建具 内部建具

　 ・ 　防音サッシ

　 ・ 　断熱サッシ

　※　普通サッシ 　 ・ 　 Ａ種　 ・ 　 Ｂ種　 ・ 　 Ｃ種　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

　性能　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　性能　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

枠の見込み寸法　 　※図示による

表面処理　 　※図示による

５

建

具

改

修

工

事

２ ． アルミニウム

　 　 　製建具

・ 製造所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　剥離剤

・ 製造所 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ６ ９ １ ６規格品

※監督員の承諾する製造所ポリマーセメ ン ト モルタル

セメン ト系下地調整材

その他の材料

受けた防火材料とする 。

※屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を防火材料の指定

※ホルムアルデヒ ドの放散量　 Ｆ☆☆☆☆等級のもの　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　砂壁状

・ 　 ゆず肌状

・ 　 さ ざ波状

・ 　凹凸状

・ 　着色骨材砂壁状

・吹付け

・ 　厚付け仕上塗材 ・吹付け

・ ローラー

・ こて

　 ・ 　外装厚塗材Ｃ

　 　 　※適用

　 　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　外装厚塗材Ｓ ｉ ， Ｅ

　 ・ 　 セ メ ン ト スタ ッ コ以外の塗材の場合

　 　 　 　 ・ 適用 ・ 適用しない

・複層仕上塗材

・ 　 凹凸模様

・ 　 凸部処理

・ 　 ゆず肌状

・吹付け

・ ローラー

・ 　外装薄塗材Ｓ ｉ

・ 　可と う形外装薄塗材Ｓ ｉ

・ 　外装薄塗材Ｅ

・ 　可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 　防水形外装薄塗材Ｅ

・ 　外装薄塗材Ｓ

・ 　外装厚塗材Ｃ

・ 　外装厚塗材Ｓ ｉ

・ 　外装厚塗材Ｅ

・ 　複層塗材Ｃ Ｅ

・ 　可と う形復層塗材Ｃ Ｅ

・ 　複層塗材Ｓ ｉ

・ 　複層塗材Ｅ

・ 　複層塗材Ｒ Ｅ

・ 　防水形複層塗材Ｃ Ｅ

・ 　防水形複層塗材Ｅ

・ 　防水形複層塗材Ｒ Ｅ

上塗材

※水系アク リルつやあり

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 水系ポリウレタンつやあり

・ 可と う形改修用 ・ 可と う形改修塗材Ｅ

・ 可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

・ 可と う形改修塗材Ｃ Ｅ

・ 平たん状

・ さざ波状

・ ゆず肌状

・吹付け

・ ローラー

上塗材

※超低汚染 ・超耐候無機

・溶剤系

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 外装用塗膜防水材

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・凸部処理

・凹凸状 ・吹付け

・ ローラー

※外壁用アクリルゴム系 下地挙動緩衝材

・ 　薄付け仕上塗材

・ 　 コンク リート打放し保護材

・ 　 平たん状

・ 　 平たん状

・ こて

・ ローラー

・吹付け

上塗材

・ タ イル部分張替え工法

材　 　料 製　造　所

※ポリマーセメン トモルタル

・変形シリ コーン樹脂

・ ポリウレタン樹脂

・ エポキシ樹脂

・ シリ コン樹脂

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

( 4 . 1 . 4 ) ( 4 . 5 . 7 )

・ 　 砂壁状

・ 　吹放し

・ 　 凸部処理

・ 　 平たん状

・ 　ひき起こし

・ 　かき落と し

・ 　凹凸状

複合弾性フ ッ素樹脂塗料

・適用する

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

遮熱仕様

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名

管理技術者 主任 検印

改修工事特記仕様書 （ ２ ） A- 0 2



（ ６ ． ９ ． ２ ） （ ６ ． ９ ． ３ ） （ ６ ． ９ ． ４ ） （ 表６ ． ９ ． ２ ）

鋼製、ステンレス製

１ ０ ．重量シャ ッ ター 機能による種類

・ 　管理用　 　 ・ 　防火 （ ・ 　外壁用　 　 ・ 　屋内用 ） 　 　 ・ 　防煙

シャッ ターケース （ 防火 ・ 防煙以外の場合 ） 　 　 ・ 　設ける 　 　 ・ 　設けない

（ ５ ． １ ０ ． ２～ ４ ）

( 5 . 1 0 . 2 )

開閉機能による種類 （ 表５ ． １ ０ ． １ ）

※上部電動式 （ 手動併用 ） 　電源　※　 　 　 　 　 　 　 Ｖ 　 　 　 　 　 ｋ ｗ以下 （ 過電流保護装置付 ）

・ 　上部手動式

屋内用防火、防煙シャ ッ ターの危害防止機構　 　※障害物感知装置　 ・ シャ ッ ター二段降下方式

耐風圧強度　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

落下防止装置　 ・ 二重チェーン 　 　 ・ 急降下制動装置　 　 ・ 急降下停止装置

　設置個所は図示による

工事範囲　 　一次測配線は別途工事と し 、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

１ １ ．軽量シャ ッ ター 開閉機能による種類
（ ５ ． １ １ ． ２～ ４ ） （ 表 ５ ． １ １ ． １ ）

※手動式

電源※　 　 　 　 　 　 　 Ｖ 　 　 　 　 　 ｋ ｗ以下 （ 過電流保護装置付 ）

耐風圧強度 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 上部電動式 （ 手動併用 ）

スラ ッ トの形状 ※インターロ ッキング形 ・ 　 オーバーラ ッ ピング形

工事範囲 一次測配線は別途工事と し 、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

１ ２ ．オーバーヘッ ド ドア セクシ ョ ン材料 ※スチールタイプ ・ 　 アルミ ニウムタ イプ ( 5 . 1 2 . 2 )

・ 　 フ ァイバーグラスタイプ

開閉方式 ※バランス式 ・ 　チェーン式 ・ 　電動式

収納方式 ・ 　 スタンダード形 ・ 　 ローヘッ ド形 ・ 　ハイ リ フ ト形 ・ 　バーチカル形

ガイ ド レール ※溶融亜鉛めっき鋼板 ・ 　ステンレス鋼板 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ）

耐風圧機能 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

建具に取り付けるガラス及びガラスブロッ クは図面図示 （ 建具表 ） による 。 ( 5 . 1 3 . 2 )１ ３ ． ガラス

ガラス留め材

アルミニウム製 ※シーリ ング材 （ Ｓ Ｒ－１ ）

※シーリ ング材 （ Ｓ Ｒ－１ ）

・ 　 グレイジングガスケッ ト

建具の種類 材　 　 　 　 　種

１ ２ ．せっ こ うボード

　 　 その他ボード

　 　及び合板張り

( 6 . 1 3 . 2 ) ( 6 . 1 3 . 3 )

　 ・ せっ こ う

　 　 ボード

　 ・ 化粧せっこ う

　 　 ボード

　 　 カルシウム板

　 ・ 木目模様

　 ・ 硬質木毛セ メ ン ト 板

　 ・ 下地張り

　 ・ 上張り

　 ・ 直張り

　 ・ 打込み

　 ・ 張付け

　 ・ 敷込み

　 ・ 突付け

　 ・ 目透し

　 ・ 継目処理工法

材　種 種　別 張　 り 　方

　※９ ． ５　※突付け

　※目透し

　 ・ ９ ． ５

　 ・ １ ２ ． ５

　 ・ １ ５

　※９ ． ５

　※６ 　 ・ ８

厚　 さ 備　考

寸法

※４ ５ ０＊９ １ ０

・ ９ １ ０ ＊９ １ ０

専用軽鉄

下地材付き

　 ・ １ ０ 　 　 ・ １ ２

　 ・ 　 （ 　 　 ）

　 ・ ロッ クウール吸音板 　 ・ 捨貼り工法 　 ・ １ ２ 　 ・ １ ５

　 ・ １ ９

　 ・ 繊維板

　 ・ ハ ゜ ーテ ィ クルホ ゛ ー ト ゛

　 ・ 天然木化

　 　粧合板

　 ・ 福岡県産材

ホルムアルデヒ ド放散量 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）※Ｆ☆☆☆☆

遮音シール材 ※アク リル系シーリング材 ・ 　ジ ョ イン ト コンパウン ト

( 6 . 1 3 . 2 ) ( 6 . 1 3 . 3 )

材　 　種 表　面　の　品　質 厚　 さ 工　法

　 ・ 　普通合板

　 ・ 天然木化粧合板

生地のまま又は透明塗料塗りの場合

※ラワン程度 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

不透明塗料塗りの場合

※しな程度　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 ５ ． ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 １ ２

　 ・ 　 ５ ． ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 １ ２

※Ａ種

・ Ｂ種

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

壁又は天井に使用する合板は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受けたもの。

ホルムアルデヒ ド放散量　※ Ｆ☆☆☆☆　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

パーテ ィ クルボード及びＭＤ Ｆのホルムアルデヒ ド放散量 ( 6 . 1 3 . 2 )

※Ｆ☆☆☆☆　 　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

１ ３ ．壁紙張り 壁紙はＪ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ６ ９ ２ １ により 、建築基準法に基づ く防火材料の指定又は認定を受けたもの。

ホルムアルデヒ ド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 6 . 1 4 . 2 )

品質 程度 防火性能の種類

　 ・ １級　 ・ ２級　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ １級　 ・ ２級　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ １級　 ・ ２級　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ １級　 ・ ２級　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ １級　 ・ ２級　 ・ （ 　 　 ）

素地ごし らえの種別 ( 6 . 1 4 . 3 )

モルタル及びプラスター面

せっこ うボード面

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

１ ４ ． タイル張り 施工業者

焼き特注標準無有施ゆう無ゆう
備考形状 ・寸法施工箇所

見本色役物うわぐすりきじの質

( 6 . 1 6 . 3 )※内装専門業者とする 　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

「 １ ９ ． ９ ． ２ 」・ 　打込み断熱材１ ５ ．断熱材

※押出法ポリスチレンフォーム 　 ・ 　 ２ ５ ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

材　 　 　 　種 種　 　 　類 厚　 　 　 さ

ホルムアルデヒ ド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

施工箇所

※現場発泡工法に示された施工箇所以外の箇所

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

「 １ ９ ． ９ ． ３ 」・ 現場発泡断熱材 （ 吹付け硬質ウレ タンフォーム断熱材 ）

施工箇所 ※窓回り等の断熱補修部分

・ ２ ５

※３級

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ ２級

１ ６ ．吸音材
厚さ

・ ロッ クウール吸音材

・ グラスウール吸音材

材　 　種 品質 ・規格

ロッ クウール吸音ボード １号 （ ６ ０ Ｋ ）

グラスウール吸音ボード ２号３ ２ Ｋ

ガラスクロス （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ ４ １ ４ ） 額縁張

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

　※２ ５

　 ・ ２ ５

ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード （ ９ １ ０＊１ ８ ２ ０ ） の取付け工法

ポリプロピレン及びプラスチッ クフ ァスナー留め　 　 ４本／㎡程度以上

１ ７ ．ポリスチレン

　 　 フォーム床下地材

畳下地

フローリング類

厚さ ・ 　 ６ ５

厚さ

※４ ０

※８ ０ ・ 　 ９ ５

・ 　 ８ ０

１ ． ステンレスの表面

　 　 　仕上げ

「 １ ４ ． ２ ． １ 」

　※ヘアライン程度

　 ・ 　№２ Ｂ程度

　 ・ 　鏡面仕上げ

　 ・ 　

種類

　 ・ 　下記以外の見え掛かり全て

備考施工箇所

２ ． アルミニウム及び

　 　 　表面処理 　 ・ 　 Ｂ Ｂ－１種

　 ・ 　 Ｂ Ｂ－２種

　 ・ 　

施工箇所種類 備考

無着色

・ フ ゛ ラウン系 　 ・ フ ゛ ラ ッ ク 　 ・ ステン カ ラー

３ ．鉄鋼の亜鉛メ ッキ

「 １ ４ ． ２ ． ２ 」 「 表 １ ４ ． ２ ． １ 」

「 １ ４ ． ２ ． ３ 」 「 表 １ ４ ． ２ ． ２ 」

施工箇所 亜鉛めっきの種別 備考

  J I S  A  8 6 1 0

　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ 　 ８ ６ ４ １

　電気 ・ Ｄ種 　 ・ Ｅ種 　 ・ Ｆ種

　溶融 ・ Ａ種 　 ・ Ｂ種 　 ・ Ｃ種

４ ．軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 （ ６ ． ６ ． ２ ） （ 表６ ． ６ ． １ ）

　 屋内　※　 １ ９形 　 ・ 　 ２ ５形 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

屋外における野縁等の間隔　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 6 . 6 . 3 )

　 屋外　 ・ 　 １ ９形 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

５ ．軽量鉄骨壁下地 スタ ッ ド 、 ランナーの種類 （ ６ ． ７ ． ３ ） （ 表６ ． ７ ． １ ）

　※ 「 改修標仕 」 表６ ． ７ ． １による 　 　 ・ 　図示による

６ ．金属成形板張り
６

（
１
）

内

装

改

修

工

事

６

（
２
）

内

装

改

修

工

事

金

属

工

事

「 １ ４ ． ６ ． ２ 」

・ 　スハ ゜ ン ト ゛ レル系

・ 　ハ ゜ ネル系

材種 製法

・ 　押出し

・ 　 ロール

※プレス

材種 寸法 （ ｍｍ ） 厚 （ ｍｍ ） 表面処理

※　 アル ミ ニウム

・ 　 （ 　 　 　 ）

・ 　 Ｂ Ｂ－１種

・ 　 Ｂ Ｂ－２種 （ 　 　 　 　 ）

伸縮調整継手 ・ 　設ける ・ 　設けない

７ ．手すり及びタラ ップ 「 １ ４ ． ８ ． ２ 」 「 １ ４ ． ８ ． ３ 」

・ 　手すり

・ 　 タ ラ ッ プ

種類

※ステンレスＳ Ｕ Ｓ ３ ０ ４

・ 鉄

※ステンレスＳ Ｕ Ｓ ３ ０ ４

・ 鉄

材料の種別

※　 Ｈ Ｌ程度 ・ 　鏡面仕上げ

表面処理

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

亜鉛めっき 　外部　※Ｃ種

　 　 　 　 　 　内部　※Ｅ種

※　研磨な し

亜鉛めっき 　内外部　※Ｃ種

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

６

（
３
）

内

装

改

修

工

事

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

１ ． フ リーアクセス

　 　 　 フロア

「 ２ ０ ． ２ ． ２ 」

施工箇所 構　法
耐震

性能

・ １ ． ０ Ｇ

・ ０ ． ６ Ｇ

・ ５ ０ ０×５ ０ ０・ パネル構法

・溝構法

所定荷重

・ ３ ， ０ ０ ０ Ｎ

・ ５ ， ０ ０ ０ Ｎ

・ 帯電防止床タイル

・ タイルカーペッ ト

表面仕上げ材 備　考
寸　法

（ ｍｍ ）

高　 さ

（ ｍｍ ）

帯電防止性能 （ Ｕ値 ） 　 　 ・ ０ ． ６ 　 　 　 ・ １ ． ２ 　 　 　

構成材の材質　 　 　 ・ アルミニウム　 　 　 ・ 鋼製　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

製造所　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　同等以上

２ ．可動間仕切

　 （ 既製間仕切 ）

「 ２ ０ ． ２ ． ３ 」

※パネル式

・ スタ ッ ド式

・ スタ ッ ドパネル式

構造形式 パネル部の総厚さ

・ （ 　 　 　 ） 以上 ※銅板　 ・ （ 　 　 　 ）

※０ ． ６ 　 ・ （ 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

表面材種 （ 厚さ ）

※メ ラ ミ ン樹脂又はアクリル樹脂

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　焼き付け

仕上げ

品質 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ６ ５ １ ２によるもの又は評価名簿によるもの

３ ．移動式間仕切

（ スライディングドア ）

「 ２ ０ ． ２ ． ４ 」

　 ・ 　銅板

　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

表面板

　 ・ 　焼付け

　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

仕上げ

※６ ０ 　 ・ ８ ０ 　 ・ １ ０ ０

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 ）

パネル厚 遮音性

　 ・ 　一般タイプ

　 ・ 　遮音タイプ

製造所　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　同等以上

４ ． ト イレブース 仕様

部　 　材

パネル

附属金物

・ 　 メ ラ ミ ン樹脂系化粧板　 ・ 　ホ ゜ リエステル樹脂系化粧板　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 ステンレス製

「 ２ ０ ． ２ ． ５ 」

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※ステンレス製 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

足形状 ※幅木型 ・ 　足金物型

形　 　式

・ 　 アルミ製

・ 　丁番吊 ・ 　中心吊

５ ．階段滑止め ・ 　金属製 材　種

形　式

※ステンレス製（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 「 ２ ０ ． ２ ． ６ 」・ 　真鍮製

※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り 　 ・ 　 タ イヤなし

幅 ※３ ５ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

取 　付 ※接着工法 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　磁器製 幅 ※６ ０ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

６ ．階段手すり

※集成材

・ ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ ビニル製

材　種

※クリアラ ッカー

・ Ｈ Ｌ

・ Ｅ Ｐ－Ｇ

表面仕上げ

・ ６ ０ 　 　 ・ ４ ５

直径 （ ｍｍ ） 取付箇所

７ ．床目地棒 床仕上の異なる箇所には目地棒を入れる 。

※ステンレス製６×１ ２ ・ 　 ステンレス製４×１ ２ ・ 　黄銅製４×１ ２

「 ２ ０ ． ２ ． ７ 」

８ ．黒板及びホワイ ト

　 　 　ボード

※福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する 。 「 ２ ０ ． ２ ． ８ 」

・ 図示による

９ ．鏡 縁

ガラス厚

※なし

※５㎜

「 ２ ０ ． ２ ． ９ 」
・ 　あり （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 ）

１ ０ ．表示 ※図示による

・ 下記による

「 ２ ０ ． ２ ． １ ０ 」

　 ・ 　衝突防止表示

　 ・ 　非常用進入口の表示

　 ・ 　室名札

　 ・ 　 ピク ト グラフ

　 ・ 　案内板

　 ・ 　館名表示

　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

種　類

　 ・ 　 ステンレス製市販品

　 ・ 　市販品

　 ・ 　 ステンレス製

　 ・ 　 ステンレス製

　 ・ 　 ステンレス製

　 ・ 　 ステンレス製

　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 ・ （ 　 　 　 ）

　 　 ・ （ 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 　 ）

材　種 寸　法 取付方法

　 ・ 面付　 ・ 持出し

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

　 ・ 面付

　 ・ （ 　 　 　 　 ）

１ １ ．煙突ライニング 「 ２ ０ ． ２ ． １ １ 」・ 煙突用成形ライニング材

　最高使用温度 ※６ ５ ０℃ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 ） ℃

・ キャスタブル耐火材

　製造所　 　※監督員の承諾する製造所　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 同等以上

１ ２ ． ブライン ド 「 ２ ０ ． ２ ． １ ２ 」

スラ ッ トの材種

開閉方式

スラ ッ トの幅

※横型ブライン ド （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ４ ８ ０ １ ）形　 　式

※アルミニウム合金

※ギヤ式 ・ コード式　 ・ 操作様式

※２ ５ ・ 　 ３ ５

　 ・ １ 本操作コー ド ・ ２本操作コー ド

　 ・ アルミ ニウム合金　 ・ クロス

　 ・ 縦型ブライン ド

　 ・ ８ ０ ・ １ ０ ０

１ ３ ． ロールスク リーン 「 ２ ０ ． ２ ． １ ３ 」

６

（
３
）

内

装

改

修

工

事

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

１ ４ ． カーテン及び

　 　 カーテンレール

「 ２ ０ ． ２ ． １ ４ 」 「 表２ ０ ． ２ ． １ 」

施工箇所 きれ地名称品質

　 ・ 片引き 　 ・ 引分け

　 ・ 片引き 　 ・ 引分け

　 ・ 片引き 　 ・ 引分け

　 ・ 片引き 　 ・ 引分け

　 ・ 有　 ※無

　 ・ 有　 ※無

　 ・ 有　 ※無

　 ・ 有　 ※無

ひだの種別 形　 　式 開閉装置

※暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重掛けは３ ０ ０㎜以上とする 。

カーテンレール

材種 ※ステンレス型

形状 ※Ｃ型又はＤ型

・ 　 アルミ ニウム製

・ 　角型

・ 　鋼製

１ ５ ． ブライン ドボッ クス

　 　及び

　 　カーテンボックス

１ ６ ． コーナービード

材種

色彩

形状

※アルミニウム製 （ 既製品 ）

※シルバー

※溝幅９ ０×深さ １ ５ ０

・ 　着色 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　鋼製 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　溝幅 （ 　 　 　 　 　 ） ×深さ （ 　 　 　 　 　 ）

材種 ※ステンレス製 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

１ ７ ．天井見切縁

施工箇所

材　 　種

※仕上表による

※アルミニウム押出型材

・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　塩化ビニル製

１ ８ ．点検口
施工箇所

天井

床

材　 　 　種 寸　 　法

※アルミニウム 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 ）

・ アルミニウム 　 ・ 　ステンレス

形式 ・ 　一般型 ・ 　簡易密閉型 ・ 　密閉型 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ４ ５ ０×４ ５ ０

・ ４ ５ ０×４ ５ ０

・ ６ ０ ０×６ ０ ０

・ ６ ０ ０×６ ０ ０

１ ９ ． く つふきマッ ト 材種 ※塩化ビニル製又はゴム製 （ 受枠ステンレス製 ）

・ 硬質アルミ ニウム製 （ 受枠硬質アルミ ニウム製 ）

・ ステンレス製 （ 受枠ステンレス製 ）

２ ０ ．鋼製書架及び

　 　物品棚
・鋼製書架

・鋼製物品棚
Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｓ 　 １ ０ ３ ９ による

・ １種　 　 ・ ２種　 　 ・ ３種

・ ４種　 　 ・ ５種　 　 ・ ６種

耐荷重による種類種　類 規格等

２ １ ．旗ざお 材種

形状

形式

寸法

※アルミニウム製

・ テーバー式

・ ロープ式

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ハン ドル式

・ 同一断面

２ ２ ．旗ざお受金物 材種 ※ステンレス製 （ 市販品 ） 　 Ｓ Ｕ Ｓ 　 ３ ０ ４ 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ３ ．流し台ユニッ ト

コンロ台

吊戸棚

水切棚

ステンレス流し台　仕様 ・ 寸法（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ４ ．視覚障害者用

　 　誘導床材
施工箇所

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

　 ・ 　 セラ ミ ッ ク タ イル

　 ・ 　 ビニル床タ イル

　 ・ 　点字鋲

　 ・ 　 コンク リー ト製

寸　 　法材　 　質 備　 　 　 　考

　 ・ ３ ０ ０角 　 ・ （ 　 　 ）

　 ・ ３ ０ ０角

無ゆう 　黄色

黄色

真鍮製

黄色　 ・ ３ ０ ０角　厚 ６ ０

２ ５ ．既製フ ェ ンス 　 ・ 　 ビニル被覆エキスパン ド フ ェ ンス

　 ・ 　鋼管フ ェ ンス

　 ・ 　樹脂塗装メ ッシュフ ェンス

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ６ ．かぎ箱 ※鋼製市販品 ・ 　 ３ ０組用 ・ 　 ６ ０組用 ・ 　 １ ２ ０組用

２ ７ ．敷地境界線 種別 ・ 　 Ａ種　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　程度 ） 　※Ｂ種

２ ８ ．屋外掲示板 ※あり 　 ・ 　 なし照明器具

施　 　錠 ※あり 　 ・ 　 なし

２ ９ ．車止め支柱 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）材種 ※ステンレス製 （ 上下式鎖内蔵型 ）

形状 ※スプリング付き 　 ・ 　 スプ リ ングなし

３ ０ ．新聞受 ・ 郵便受

３ １ ．木製家具 家具専門メーカーの製作品とする 。

３ ２ ．収納 ・ 収納家具 合板類

ホルムアルデヒ ド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ミ デ ィ アムデンシテ ィ フ ァ イバーボード （ Ｍ Ｆ Ｄ ） 及びパーテ ィ クルボード

ホルムアルデヒ ド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

３ ３ ．施工中の安全管理 接着剤及び塗料の配付にあたっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し 、適切な

乾燥時間を取るものとする 。 また 、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、

室内に発散した化学物質等を室外に放出させる 。

１ ．材料 屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を

受けたものとする 。 ( 7 . 1 . 3 )

塗料は、 トルエン等の含有量が少ない規格品とする 。

ホルムアルデヒ ド放散量　 　※ Ｆ☆☆☆☆　 　 　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ．塗装業者 ・ （ 一社 ） 日本塗装工業会の会員　 　 　 　 　※監督員の承諾する塗装業者

５

建

具

改

修

工

事

７

塗

装

改

修

工

事

３ ．下地調整 （表７ ． ２ ． １ ） ～ （ 表７ ． ２ ． ７ ）

・ 木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・ モルタル面及び

　プラスター面

・ コンクリート面及び

　 Ａ Ｌ Ｃパネル面

・押出成形セメン ト板面

・ ボード面

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種

※Ｒ Ｂ種

・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種 ・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種 ・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種 ・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種 ・ Ｒ Ｃ種

・ Ｒ Ａ種 （ 新規不透明塗料塗りの場合 ）

※Ｒ Ｂ種 ・ Ｒ Ｃ種

種別素地 備考

１ ．既存床の撤去 合成樹脂塗床材の除去工法

　 　 　並びに下地補修 ・ 機械的除去工法 ・ 目荒し工法
( 6 . 2 . 2 )

２ ．接着剤 壁紙、 ビニル床タイル 、 ビニル床シート 、幅木に使用する接着剤は、 トルエン等の含有量

が少ない規格品とする 。壁紙用の接着剤は、 フ タル酸ジ－ｎ－ブチル及びフ タル酸ジ－

２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品とする 。

ホルムアルデヒ ド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ( 6 . 8 . 2 )

３ ． ビニル床シー ト 張り ( 6 . 8 . 2 ) ( 6 . 8 . 3 )

材　 　種

ビニル床

シート

※発砲層のないもの

・発砲層のあるもの

種　 　類

・ （ 　 　 ）

※ Ｆ Ｓ

記号

※無地

・模様

色柄

※２ ． ５

・ （ 　 　 ）

厚さ

※熱溶接

・突付け

工法

・抗菌

・耐動荷重性

・防滑性

・耐薬品性

特殊機能 備　 　 　考

４ ． ビニル床タ イル張り ( 6 . 8 . 2 ) ( 6 . 8 . 3 )

材　種

ビニル床

タイル

※コンポジシ ョ ンビニル床タイル （ 半硬質 ）

・ コンポジシ ョ ンビニル床タイル （ 硬質 ）

・ ホモジニアスビニル床タイル

・帯電防止ビニル床タイル （置敷タイプ ）

・ ホモジニアスビニル床タイル （パネル一体タイプ ）

種　 　 　 　 　 　 　 　類

※３ ０ ０角

※ ５ ０ ０角

・ （ 　 　 ）

形状 厚さ

※２

・ ３

・ （ 　 　 　 　 ）

※２

・ （ 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 ）

色柄

図示による

帯電防止ビニル床タイル （ 置敷タイプ ） の接着剤は粘着剥離形と し 、製造所の指定する

製品とする 。

・ 防滑性床タイル　 　※図示による 　 　 ・ （ 　 　 　 　 ）

５ ． ビニル幅木 材種 ※軟質 　 ・ 　硬質
( 6 . 8 . 2 )

厚さ ※２

高さ ※６ ０

　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 　 ７ ５ 　 ・ 　 １ ０ ０ 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

６ ． カーペッ ト敷き ・ 織り じ ゅ う たん

種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

※Ｃ種

・ ウ ィルト ン

・ ダブルフ ェース

織　 り 　方

※カ ッ トパイル

・ループパイル

・ （ 　 　 　 　 ）

パイルの形状 色柄

※無地

・模様 人体帯電圧

・防虫加工品

　※３ ｋ ｗ以下　 　 ・ 　 （ 　 　 　 ）

備　 　 　考

下敷き材 ※反毛フ ェル ト （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 ３ ２ ０ ４ ） 第２種 ２号 （ 厚８ ）

・ タ フテ ッ ド カーペッ ト

・ アキス ミ ンスター

　 ・ 　 マルチレベルループ

　 ・ 　 カ ッ トパイル

　 ・ 　 レベルループパイル

　 ・ 　 カ ッ ト 、ループ併用

パイル形状

※５～７ 　 ・ （ 　 　 　 ）

※４～６ 　 ・ （ 　 　 　 ）

※４ 　 　 ・ （ 　 　 　 ）

・ 　 （ 　 　 　 　 　 ）

パイル長

※全面接着工法

・ グリ ッパー工法

工　 　法 備　 　考

人体帯電圧

※３ ｋ ｗ以下　 ・ （ 　 　 ）

・ タ イルカーペッ ト

※一種

・二種

種別

※ループパイル

　 ・ カ ッ トパイル

パイルの形状

※５ ０ ０角

・ （ 　 　 ）

寸法

※６ ． ５

・ （ 　 　 　 ）

※無地

・模様

※適用しない

総厚さ 色柄 電気抵抗

７ ．合成樹脂塗床 （ ６ ． １ ０ ． ２ ） （ ６ ． １ ０ ． ３ ） （ 表６ ． １ ０ ． ３～７ ）

※平滑仕上げ ・防滑仕上げ ・ つや消し仕上げ

種　 　別 仕　上　げ　の　種　類

６

（
１
）

内

装

改

修

工

事

ただし 、防火戸は建築基準法に基づ く個別認定品とする 。

樹脂製 ※グレイジングガスケッ ト

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ ５ ． １ ３ ． ２ ． （ ２ ） ） （ ５ ． １ ３ ． ３ ）

（ ６ ． ９ ． ２ ） （ ６ ． ９ ． ３ ） （ 表 ６ ． ９ ． １ ） （ 表６ ． ９ ． ２ ）

（ ６ ． ９ ． ２ ） （ ６ ． ９ ． ３ ） （ 表６ ． ９ ． ２ ）

※薄膜流し展べ仕上げ

・ 樹脂モルタル仕上げ （ ※平滑　 　 ・ 　防滑 ）

・ 厚膜流し展べ仕上げ （ ※平滑 ・防滑 ）

・ 防滑仕上げ

８ ．防塵用塗料塗り 材　 　質 水性アク リル系樹脂塗料

ホルムアルデヒ ド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ ※標準色　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

仕上種別 コーテ ィ ング （ ローラー刷毛塗り ）

塗布量 主剤２回塗り と し 、総塗布量は０ ． ２ ５㎏／㎡以上

９ ． フローリング張り （ ６ ． １ １ ． ２～７ ） （ 表６ ． １ １ ． １～４ ）

複合

単相

※複合フローリング

・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ （ 　 　 　 　 　 　 ）

類　 　 　別

※なら

・ （ 　 　 ）

・ （ 　 　 ）

樹種

※釘どめ工法

・ Ａ種　 ・ Ｂ種　※Ｃ種

・ 接着工法

・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

工法及び寸法

厚さ 　 ・ １ ５

幅　 　 　 ・ ７ ５ 　 ・ ９ ０

長さ 　 ・ 　 　以上

厚さ ・ 大きさ

（ ｍｍ ）
塗　 　装

※塗装品

・無塗装品

ホルムアルデヒ ド放散量　 　※Ｆ☆☆☆☆　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

１ ０ ．体育館用

　 　 フローリング張り

樹　種 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

接着剤 ・ 　酢酸ビニル系エマルシ ョ ン

表面塗装

張り付け

下張り板

・ 　 エポキシ樹脂系

・ 　ポリウレタン樹脂塗料３回塗り 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　下張り板に接着剤で接着し 、隠し釘と脳天釘で止める

・ 　 １ ２㎜以上 （木製根太 ） ・ 　 １ ５㎜以上 （鋼製根太 ）

ホルムアルデヒ ド放散量　 　※Ｆ☆☆☆☆　 　 ・ 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

厚さ 　 ・ 　 　 　 　 　 　幅　 ・ 　

１ １ ．畳敷き ※別添畳工事特記仕様書による 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 表 ６ ． １ ２ ． １ ）

・ 弾性ウレタン樹脂系

　塗床材

・ エポキシ樹脂系

　塗床材

※図示による

※２種 ｂ －Ａ 　 ・ （ 　 　 　 　 　 ）

・ ３種 ｂ－Ａ （ 接地部分 ）　断熱材

・ ２種 （ 　 ） 号 　 　 ・ （ 　 　 ）　 ・ 硬質ウレ タンフ ォーム断熱材

　 ・ 無石綿けい酸

　 ・ 普通木毛セ メ ン ト 板

5

Ｎ ｏ ． ３

感電防止性能 （ 漏えい抵抗　 Ｒ≧１×１ ０ 6 　Ω

・ １ ０ 2 　Ω以下

燃焼性

厚　 さ

施工箇所

材種、品質等　 （ 　 　 　 ）

　 ・ ト ラバーチン模様

　 （ 裏桟付 ）

　 ・ フ ラ ッ ト

　 ・ 凹凸

　 ・ 直張り

　下張Ｇ Ｂ－Ｎ Ｃ

　 　 　 アルミニウム合金の

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名

管理技術者 主任 検印

改修工事特記仕様書 （ ３ ） A- 0 3

９ ． ０ ， １ ２ ． ０ ， １ ５ ． ０

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事



解　 　体　 　工　 　事　 　等　 　特　 　記　 　仕　 　様　 　書

　解体工事等仕様

　編 ） また改 （ 　 　 　 　 　 ） は、公共建築改修工事標準仕様書 （建築工事編 ）の当該項目、当該図、または当該表を示す。

３ ） 特記事項に記載の解 （ 　 　 　 　 　 ） は、建築物解体工事共通仕様書、 （ 標仕　 　 　 　 ） は、公共建築工事標準仕様書 （建築工事

４ ） 形状寸法の単位は特記なきかぎり 、 ミ リ メートルとする。

２ ） 特記事項は◎印のついたものを適用する 。

１ ） 項目は番号に○印のついたものを適用する 。

２ ．特　記　仕　様

１ ．標　準　仕　様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「建築物解体工事共通仕様書

（最新版 ） 」 、及び同上監修 「公共建築工事標準仕様書 （建築工事編 ） （ 最新版 ） 」 、 「 公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編 ） （ 最新版 ） 」 による 。

◎印のつかない場合は、※印のついたものを適用する 。

◎印と 　印のついた場合は、共に適用する。

　 １ ．現場代理人 現場代理人とは、工事請負規約書に規定する現場代理人という 。

　 ２ ．作業管理者 石綿作業主任者の資格を有する作業管理者とする 。 改 （ ９ ． １ ． ２ ）

　 ３ ．除去処理作業 工事請負者は、除去作業管理者を選任し 、除去工事現場に常駐させること 。

管理者の選任 除去作業管理者は、除去作業全般を統括すること 。

　 ４ ．除去処理作業 除去作業従事者は、下記のあげる事前教育及び健康診断を受けた者で工事請負者の発

従事者の資格 行する作業手帳を有し 、除去作業管理者の指示を受け作業を行う こと 。

科目

０ ． ５時間

１時間

石綿等の粉じんの 建築物又は工作物の解体等の作業の方法、湿潤化の方法

１時間発散を抑制するた 作業場所の隔離の方法、その他石綿等の粉じんの発散を

めの処置 抑制する為の処置についての必要な事項

０ ． ５時間

その他石綿等のば

１時間
く露の防止に関し

必要な事項

除去作業に従事する作業者は事前に、一般健康診断 （石綿を取り扱う場合は６ ヶ

月ごと ） ・ じん肺健康診断 ・ アスベストに関する特化則による健康診断の実施につい

ては、下記の記載の場合は除く こ とができる 。

ア ． じん肺健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、 ３年以内に診断を実施した者とする。

イ ．石綿障害予防規則による健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、 ６ ヶ月ごとに診断を実施した者とする 。

　 ５ ．安全対策及び協議 安全衛生に関する管理者は、現場代理人が選任者になり 、関係法令等に従ってこれを

行う 。また着工に先立って工期 ・工事方法及び安全の為の立入禁止区域の設定等につ

いて当該施設関係者、監督員と十分に協議し施工計画に盛り込むこと 。

施工の確認及び報告

（ １ ） アスベス ト管理地区を設定し 、養生が完了した段階。

（ ２ ） アスベス ト含有吹付け材の除去作業が完了した段階。

（ ３ ） アスベス ト粉じん濃度の測定整備が完了した段階。

（ ４ ） 内部足場を取り外す前の段階。

（ ５ ） その他監督員により指示のあった時。

　 ６ ．濃度の測定 アスベス ト粉じん濃度の測定

（ １ ） 工事請負者は、除去処理工事の工事着工前、工事中及び除去完了後の作業所内

周辺環境及び監督員が指示する箇所において空気中のアスベスト濃度測定を行うこと 。

（ ２ ）測定方法はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ３ ８ ５ ０－１ （ 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部 ：光学顕微鏡法

及び走査電子顕微鏡法 ） による。

（ ３ ） 測定は、厚生労働省 ・都道府県基準局に登録されている作業測定機関又は、 こ

れと同等の技術を有するものに委託し 、その測定機関が証明する測定結果を監督員に

提出する 。
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範囲 時間

石綿等の有害性

石綿等の使用状況

保護器具の使用状況

石綿の性状、石綿による疾病の病理及び病状

石綿を含有する製品の種類及び用途、事前調査の方法

保護具の種類、性能、使用方法及び注意事項

労働安全衛生法 （昭和４ ７年法律５ ７号 ） 、労働安全衛生法施工令 （昭和４ ７年

政令第３ １ ８号 ） 、労働安全衛生規則（昭和４ ７年労働省令３ ２号 ）及び石綿障害

予防規則中の関係条項、石綿等による健康障害を防止するため当該関係条

項、石綿等による健康障害を防止するため当該業務に付いて必要な事項

６

　 １ 　 ．施工調査 　施工調査は、特記による 。特記がなければ、次による 。

　処理工事に当たり 、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う 。

調査結果は、図面により記録し 、監督職員に提出する 。

（ ） 　アスベスト含有成形板使用部位の確認

（ ） 　 アスベスト含有成形板の種別，厚さ等の確認

（ ） 　アスベスト含有成形板使用数量の確認

（ ） 　施工範囲と工事管理区分の確認

（ ） 　廃棄物等の搬出方法について

　 ２ 　 ．施工計画書 （ １ ） 　施工計画書

　着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工

計画書を施工調査等の結果に基づき作成し 、監督職員の承諾を受ける 。

　なお、施工計画書に記載すべき事項は、次のとおり とする 。

①　工事概要

ア． 　工事名称

イ ． 　工事場所

ウ． 　工事期間

エ． 　工事内容

オ． 　その他

②　管理組織

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，器具類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画 （足場，養生 ）

⑦　作業要領 （作業計画図面を含む。 ）

⑧　確認，検査方法

⑨　工事工程表

⑩　その他必要事項

（ ２ ） 　官公署その他への手続き等

　一般建築工事の手続きのほか、地方公共団体が定めている手続きを行う 。

　 ３ 　 ．安全衛生管理 （ １ ） 　建物内部で除去作業を行う場合は開閉部位 （出入口、喚起孔、窓等 ）は閉と し 、

　ガラスの破損箇所等で開となっている部分を 、養生シート等で塞ぐものとする 。

（ ２ ） 　建物外周部で除去作業を行う場合は、当該部分を養生シート等で囲う 。

（ ３ ） 施工区画入口に、 「 アスベス ト含有成形板除去中、関係者以外の立ち入り禁止 」

　を 、作業場所の出入口に呼吸用保護具着用を掲示する。

　 ４ 　 ．除去処理工事 （ １ ） 　 アスベスト含有成形板の除去

（ ） 　除去は、アスベス ト を含まない内装材及び外部建具等の撤去にさきがけて行う 。

（ ） 　除去は可能な限り破壊又は破断を伴わない方法で行う ものと し 、原則として、

　 「手ばらし 」 とする 。

（ ） 　除去作業中は、原則と して散水その他によ り 、 アスベス ト含有成形板を常に湿潤な

状態として作業を行う 。

（ ２ ） 　アスベス ト含有成形板の集積，運搬等

（ ） 　除去したアスベス ト含有成形板の集積及び積み込みに当たっては、高所より投下しな

い事のほか、粉じんの飛散防止に努める 。

（ ） 　細か く粉砕されたアスベス ト含有成形板は、湿潤化の上、丈夫なビニル袋に入れる等、

飛散防止の措置を講じる 。
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（ ） 　除去したアスベス ト含有成形板を運搬するまでの間、現場内に保管する場合は、一定

の保管場所を定め、一般の内装材と分別して保管するものとし 、シートで覆う等、

飛散防止の措置を講じる 。また、保管場所には、アスベスト含有成形板の保管場所である

ことの表示を行う 。

（ ） 　 アスベス ト含有成形板の運搬に当たっては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い

飛散防止に努める。

（ ） 　 アスベス ト含有成形板の撤去，集積，積込み及び保管等の処理が完了した場合は、

速やかに監督職員に報告し 、確実に処理されたことの確認を受ける 。

（ ３ ） 　除去物の処分等

（ ） 　アスベス ト含有成形板は、関係法理等に従い適切に処分する 。

（ ） 　撤去されたアスベス ト含有成形板の処分が完了した場合は、マニフェス ト を監督職員

に提出し 、処分が確実に行われたことの確認を受ける 。

なお、マニフェス トは、アスベスト含有成形板であることを明示する 。

　 ５ 　 ．検査及び後片付け （ １ ） 　除去作業が終了後、アスベス ト含有成形板の破片，破断粉および作業衣等に付着した

粉じんが残存しないように、真空掃除機等により 、清掃および片付けを十分に行う 。

（ ２ ） 　監督職員の立会いのうえ 、除去が十分に行わらたこ とを 、目視により検査を行う 。

　 ６ 　 ．施工記録 （ １ ） 　施工記録報告書を作成し 、監督職員に提出する。

（ ２ ） 　施工記録報告書は、 ７ ． ７により作成する 。

アスベスト除去写真 1 除去着工前の清掃

撮影要領 ビニール養生 （床二重が分かる撮影・壁養生 ・機器養生等 ）

3 ク リーンルームの撮影 （設置状況、完了時 ）

4 負圧除塵装置撮影 （ フ ィルター確認状況を含む ）

5 各種掲示板等の撮影

飛散抑制 ・防止剤噴霧施工時の写真

負圧除塵装置撮影 （ フ ィルター確認状況を含む ）

8 袋詰めの撮影

9 アスベスト除去後の確認時の撮影

飛散防止剤の吹付け時の撮影

産業廃棄物の処理状況の撮影

（保管状況、数量確認、積み込み、搬出、運搬、処理場搬入、

荷下ろし 、数量確認、退場の各状況 ）

各指定段階の濃度測定時の撮影

使用材料、配合状況及び使用機器の状況

その他、監督員が指示する箇所

2
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1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

４ ．錆止め塗料塗り 塗料種別 （表７ ． ３ ． １ ） ～ （ 表７ ． ３ ． ２ ）

・ 鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

※Ａ種 （ 屋外 ）

・ Ｂ種 （ Ｅ Ｐ－Ｇの場合 ）

・ Ｃ種 （ Ｅ Ｐ－Ｇの場合 ）

塗装面 備考種別

錆止め塗料塗り

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・新規鋼製建具等亜鉛めっき鋼面

※Ａ種

※Ｂ種 （ 屋内 ）

・ Ｂ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ｂ種

・ 　 Ｂ種

※　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種

※　 Ｃ種

※　 Ｃ種

・ 　 Ｃ種

塗装面 種別 備考

５ ．合成樹脂調合

　 　ペイン ト塗り

　 　 　 （ Ｓ Ｏ Ｐ ）

（ 表７ ． ４ ． １ ） ～ （ 表７ ． ４ ． ３ ）

・ 木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき

　 　鋼面

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

※　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種

※　 Ａ種

※　 Ｂ種

※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

※　 １種　 　 ・ ２種

※　 １種　 　 ・ ２種

※　 １種　 　 ・ ２種

※　 １種　 　 ・ ２種

※　 １種　 　 ・ ２種

※　 １種　 　 ・ ２種 鋼製建具面Ａ種

塗装面 種別 塗装の種類 備考

６ ． ク リヤラ ッ カー塗り

　 　 （ Ｃ Ｌ ）

（ 表 ７ ． ５ ． １ ）

・ 木部 ・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種

種別塗装面 備考

７ ． フ タル酸樹脂

　 　 　 エナメル塗り

　 　 　 （ Ｆ Ｅ ）

（ 表７ ． ６ ． １ ） ～ （ 表７ ． ６ ． ２ ）

・ 木部

・鉄鋼面及び

　 　亜鉛めっき鋼面

新規

塗替

新規

塗替

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

※　 Ｂ種

・ 　 Ｂ種

※　 Ｂ種

・ 　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ｃ種

塗装面 種別 備考

８ ． アク リル樹脂系

　 　 　非水分散形塗料塗り

　 　 　 （ Ｎ Ａ Ｄ ）

（ 表 ７ ． ７ ． １ ）

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

※　 Ｂ種

※　 Ｂ種

塗装面 種別 備考

９ ．耐候性塗料塗り

　 　 　 （ Ｄ Ｐ ）

・ 　 Ａ種　 　 ・ 　 Ｂ種　 　 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種　 　 ・ 　 Ｂ種　 　 ・ 　 Ｃ種

※上塗１級

※上塗１級

塗装面 種別 塗料の種類 備考

（表７ ． ３ ． ３ ） ～ （ 表７ ． ３ ． ４ ）

（ 表 ７ ． ８ ． １ ） ～ （ 表７ ． ８ ． ３ ）

・ モルタル面

・鉄鋼面

・ コンクリート面

・亜鉛めっき鋼面

　その他
・ 　 Ａ種　 　 ・ 　 Ｂ種　 　 ・ 　 Ｃ種

１ ０ ． つや有合成樹脂

　 　 　 エマルシ ョ ン

　 　 　 　ペイン ト塗り

　 　 　 （ Ｅ Ｐ－Ｇ ）

（ 表７ ． ９ ． １ ） ～ （ 表７ ． ９ ． ４ ）

・ 鉄鋼面

・亜鉛めっき

　 　鋼面

・ コンクリート面

　その他 （ 　 　 　 ）

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

新規

塗替

※　 Ａ種

塗装面

・ 　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

・ 　 Ｂ種

種別 備考

１ １ ．合成樹脂

　 　 　 エマルシ ョ ン

　 　 　 　ペイン ト塗り

（ 表 ７ ． １ ０ ． １ ）

新規

塗替

・ 　 Ａ種 ・ 　 Ｂ種

・ 　 Ａ種 ※　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

塗装面 種別 備考

１ ２ ．合成樹脂

　 　 　 　エマルシ ョ ン

　 　 　 　模様塗料塗り

　 　 　 （ Ｅ Ｐ－ Ｔ ）

（ 表 ７ ． １ １ ． １ ）

新規

塗替

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

・ 　 Ｂ種

・ 　 Ｂ種 ・ 　 Ｃ種

塗装面 種別 備考

１ ３ ． ウレ タン樹脂

　 　ワニス塗り

　 　 　 　 （ Ｕ Ｃ ）

（ 表 ７ ． １ ２ ． １ ）

新規

塗替

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

※　 Ｂ種

※　 Ｂ種

塗装面 種別 備考

１ ４ ． オイルステイン

　 　 　 　塗り （ Ｏ Ｓ ）
（ 表 ７ ． １ ３ ． １ ）

塗装面 備考

１ ５ ．木材保護塗装塗り （ 表７ ． １ ４ ． １ ）

・ 　

・ 　

・ 　 Ａ種

・ 　 Ａ種

※　 Ｂ種

※　 Ｂ種

塗装面 種別 備考

１ ６ ．屋内水系塗料塗り 屋内の木部、鉄鋼面及び亜鉛めっき鋼面のつや有合成樹脂エマルシ ョ ンペイン ト塗りに

適用する 。

　 　 　 （ Ｅ Ｐ ）

　 　 　 （ ＷＰ ）

Ｎ ｏ ． ４

７

塗

装

改

修

工

事

※上塗１級

内部壁

竪樋

外部点検通路

・木部

・木部

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名

管理技術者 主任 検印

改修工事特記仕様書 （ ４ ） A- 0 4吉木小学校教室棟大規模改修建築工事
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受水槽
ポンプ室

プロパン庫

キュービクル

機械室

更衣室

プール

前面道路

運動場

前面道路

バス待合所

前
面
道
路

体育倉庫

屋内運動場

ゴミ置場

プレハブ倉庫

学童保育所

小プール

管理教室棟

教室棟

設置エリア

（ 別途工事 ）
渡り廊下

工事車両・現場作業員休憩所

工事対象を示す。

仮囲 ：成形鋼板　 Ｈ＝２ ． ０ｍを示す。

交

交

交

あ

あ

い

あ

う

交通誘導員を示す。※工事車両侵入時は必ず配置すること 。交

交通誘導員を示す。※大型車両侵入時に適宜配置すること 。交

シートゲート ：Ｗ＝３ ． ６ｍ、 Ｈ＝４ ． ５ｍを示す。い

通用口 ：Ｗ＝０ ． ９ｍ、 Ｈ＝２ ． ０ｍを示す。う

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝４ ０ ０ 　 Ａ ３＝８ ０ ０配置図 A- 0 5



※Ａ Ｓ ： アスベスト含有建材を示す。

内部仕上表
※（ Ａ Ｓ ）は、アスベスト含有を示す。

※家庭科教室、家庭科準備室の接着剤については、集塵装置付サンダー工法にて撤去する。

※音楽教室の接着剤については、集塵装置付サンダー工法にて撤去する 。

※外壁改修に先立ち卒業記念壁画については保存を行うため事前に督員へ
　報告を行う こと 。

階

1

2

3

共通

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

床

エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０ （ Ａ Ｓ ）撤去

フリーアクセスフロアＨ＝１ ０ ０ 、置敷セッティングフロア

ソフ ト巾木　 Ｈ＝１ ０ ０撤去

ソフ ト巾木　 Ｈ＝１ ０ ０撤去

弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０防水モルタル金ゴテ押え

１ ， ２階 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨
３階 ： ビニル床シート ｔ ２ （ 防滑 ）撤去

ビニル床シート ｔ ２ （ 抗菌 ・防滑 ） ビニル床シート ｔ ２立上　 Ｈ＝１ ０ ０

フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装撤去

手洗 ： ビニル床シート （防滑 ）

エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０ （ Ａ Ｓ ）撤去

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （抗菌 ）

フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装

複合フローリング ｔ １ ５

複合フローリング ｔ １ ５

フローリングブロック ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装研磨

フローリングブロック ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装研磨

フローリングブロック ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装研磨

フローリングブロック ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装研磨

現況のまま

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （抗菌 ）

エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０研磨

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （耐薬品 ）

エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０研磨

エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （耐薬品 ）

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （防滑 ）

ビニル床シート ｔ ２ ． ０ （防滑 ）

現況のまま

現況のまま

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

ソフ ト巾木　 　 Ｈ＝１ ０ ０

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

モルタル金ゴテ目地切　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ａ Ｅ Ｐ

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

現況のまま

現況のまま

現況のまま

ビニル床シート ｔ ２ （ 抗菌 ・防滑 ）

現況のまま

ビニル床シート ｔ ２立上　 Ｈ＝１ ０ ０

現況のまま

室　 　名 巾木 腰壁

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ塗装

壁

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

備考

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 Ｏ Ｐ撤去

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

木製　 Ｈ＝１ ０ ０ 　 ＵＣ

家庭科教室

家庭科準備室

特別支援教室

（わかば５ ）

特別支援教室

（わかば４ ）

特別支援教室

（わかば３ ）

特別支援教室

（わかば２ ）

暗室

廊下

階段

階段下倉庫

男子 ・女子便所

洗面室

音楽教室

相談室

音楽準備室

外国語教室

音楽教室 ・音楽準備室 ・図工準備室

図書室

図書室

多目的室

改 修 前

改 修 後

理科準備室

理科準備室 ・廊下

理科教室

理工室

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

陶器質１ ０ ０角タイル張り

化粧ケイ酸カルシウム板 ｔ ５ （ 接着貼 ）

モルタル金ゴテ押え　 Ｅ Ｐ－Ｇ

現況のまま

モルタル金ゴテ押え　 Ｅ Ｐ－Ｇ

現況のまま

コンクリート打ち放し

現況のまま

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

手洗 ： ビニル床シート （防滑 ） （接着剤Ａ Ｓ ）撤去
フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装 （接着剤Ａ Ｓ ）撤去

一部Ａ Ｂパネル ｔ ２ ５ 　 Ｏ Ｐ塗装撤去
モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

現況のまま現況のまま現況のまま

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

杉小巾板 ｔ ９ 　 Ｕ Ｃ （県産材 ） 、胴縁２ ４×４ ５＠４ ５ ５

天井高

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 0 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

3 , 0 2 0

2 , 5 0 0

1 , 8 2 5

3 , 6 5 0

2 , 6 4 0

2 , 4 8 0

2 , 4 0 0

～

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

梁型

コンクリート打ち放し

化粧せっこうボード ｔ ９

ＡＢパネル ｔ ３ ０ 　 Ｏ Ｐ

ＳＯ Ｐ塗装

化粧せっこうボード ｔ ９撤去

ロックウール化粧吸音板 ｔ １ ２ 、下張 ： ＧＢ－Ｒ

現況のまま

１ 、 ２階 ： アクリルリシン吹付　劣化部改修
３階 ：化粧せっこ うボード ｔ ９

１ 、 ２階 ： Ｅ Ｐ－Ｇ塗装
３階 ：現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

天井

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

柱型

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

化粧せっこうボード ｔ ９

化粧せっこうボード ｔ ９

現況のまま

現況のまま

現況のまま

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

モルタル金ゴテ押え　 Ａ Ｅ Ｐ劣化部改修

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

音楽室Ｂ面 ：吸音用あなあき石膏ボード ｔ ９ ． ５

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｅ Ｐ－Ｇ塗装

Ｐ Ｕ塗装 （ ３回塗 ）

Ｐ Ｕ塗装 （ ３回塗 ）

Ｐ Ｕ塗装 （ ３回塗 ）

Ｐ Ｕ塗装 （ ３回塗 ）

敷地面積

工事場所

工事名称

工 事 概 要

工事種別

用途地域

表 記 凡 例

延べ面積
（建築基準法 ）

建築面積
（建築基準法 ）

工事範囲

渡り廊下教室棟

外 部 仕 上 表

改 修 後現 況

改 修 後現 況

教 室 棟

渡 り 廊 下

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

福岡県筑紫野市吉木２ ５ ２ ６番地２

校舎 ： １ ０ ， ９ ５ ０ｍ２ 、運動場 ： ９ ， ０ ０ ４ｍ２

　 ６ ０％

３ 階

２ 階

１ 階

合計

２ ０ ０％

1 2 3 1 . 5 2

4 1 0 . 6 8 4

4 1 0 . 6 3 4

9 7 . 0 0 0

4 8 . 5 0 0

4 8 . 5 0 0

4 1 0 . 6 3 4

4 3 6 . 0 2 4 9 7 . 0 0 0

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

打継目地： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２ 、化粧目地 ： １ ０×２ ０

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

天端 ：防水モルタル金ゴテ押え

モルタル金ゴテ押え　 Ｈ＝４ ０ ０

モルタル金ゴテ押え　 Ｈ＝４ ０ ０

建具

バルコ ニー

屋根

外壁

軒裏

柱型

梁型

巾木

竪樋

ルーフ ド レ ン

建具

外壁

軒裏

柱型

梁型

巾木

竪樋

ルーフ ド レ ン

シート防水 ｔ ２ ． ０ 　シルバー仕上、下地 ：均しモルタル ｔ ２ ０ 、 Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工法、新規防水の工程Ｓ Ｉ －Ｍ２工法 （遮熱仕様 ） 、断熱材 ｔ ２ ５

防水端部： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え 防水端部： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０

硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ 、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

打継目地： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２ 、化粧目地 ： １ ０×２ ０ ・ １ ０×１ ０

床 ：防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ） 、巾木 ：防水モルタル金ゴテ押え、
手摺壁 ： コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ）の上アクリルエマルジョ ン樹脂系吹付タイル、
笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え

手摺壁 ：高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ
笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

天端 ：防水モルタル金ゴテ押え

アルミ製建具（ シルバー ） 、スチール製建具
アルミ製両開き扉 （ シルバー ） ：撤去新設、スチール製建具：撤去新設

※空調室の外部に面するガラス面については、遮熱シート貼り

外壁

柱型

梁型

巾木

屋根

外壁

柱型

梁型

巾木

劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

アルミ製開放廊下新設、基礎 ： 塗膜防水Ｘ－２

打継目地： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２打ち替え、化粧目地 ：現況のまま

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ （ 遮熱仕様 ）

打継目地： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２打ち替え、化粧目地 ：現況のまま

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

天端 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

天端 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

現況のまま

現況のまま

改修用ルーフ ドレン 　φ１ ０ ０

硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ ： Ｄ Ｐ塗装、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５ ： Ｄ Ｐ塗装

ルーフ ド レ ン

竪樋

改修用ルーフ ドレン 　φ１ ０ ０ルー フ ド レ ン 鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０

竪樋 硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ 、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５ 硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ ： Ｄ Ｐ塗装、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５ ： Ｄ Ｐ塗装

屋根 防水モルタル金ごて押え

２ Ｆ床

１ Ｆ床

２ Ｆ床

１ Ｆ床

床：塩ビシート貼り （ ノンスリ ップ ） 、巾木 ：現況のまま

床 ：塩ビシート貼り （ ノンスリ ップ ）

床 ： 塩ビシート貼り （ ノンスリ ップ ）

防水モルタル金ごて押え

モルタル金ごて押え

屋根

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、外装薄塗材Ｅ

シート防水 ：田島ルーフ ィング （株 ） スタイロエースⅡ ・
屋根

バルコ ニー

カネライ ト フォームスーパーＥ－Ⅲ同等品

バルコ ニー

遮熱シー ト

塩ビシート ：田島ルーフ ィング （株 ） Ｓ Ａ Ｎ Ｄ／Ｈ ｅ ｘ ａ同等品

３Ｍ　スコ ッチティン ト Ｎ ａ ｎ ｏ ８ ０ ０ Ｓ同等品

国土交通省認定耐火仕様

消防法参考仕様

国土交通省認定不燃材料

ＲＣ

ＣＢ

Ｌ Ｇ Ｓ

Ｗ

鉄筋コンクリート

コンクリートブロック

軽量鉄骨

木

Ａ Ｃ Ｌ アクリル樹脂系クリヤー

合成樹脂エマルジョンペイン ト

VE 溶剤系塩化ビニル樹脂系塗料

SOP 合成樹脂調合ペイント

耐火遮音

間仕切壁

Ｌ ＧＳ 　 ６ ５ （ チド リ ） 、グラスウール　 ｔ ＝５ ０ （ ２ ４ ｋ ｇ／ｍ３ ）

強化石膏ボード ｔ ＝１ ２ ． ５＋普通硬質石膏ボード ｔ ＝９ ． ５

下地耐火１時間 ： Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｎ Ｐ－９ ０ ７ ３

準不燃 ： ＱＭ－９ ８ ２ ８同等品石膏ボード ｔ ＝９ ． ５

不燃 ： ＮＭ－９ ６ ４ ５同等品普通硬質石膏ボード ｔ ＝９ ． ５ ・ １ ２ ． ５

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

ケイ酸カルシュウム板 ｔ ＝５ 不燃 ： ＮＭ－２ ６ ９ ５同等品Ｆ Ｋ

準不燃： ＱＭ－０ ５ ２ ４同等品ＧＢ－Ｄ 化粧石膏ボード ｔ ＝９ ． ５

つや有合成樹脂エマルジョンペイン ト塗

Ｅ Ｐ

Ｎ Ａ Ｄ

Ｕ Ｃ

Ｓ ＯＰ 合成樹脂調合ペイント

ウレタン樹脂ワニス塗り

アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り

合成樹脂エマルジョンペイン ト

合成樹脂エマルジョン模様塗りＡ Ｅ Ｐ

Ｅ Ｐ Ｇ

Ｅ Ｐ Ｔ

■ 一 般 材 料 ■塗料 （現況 ） ■塗料 （改修後 ）

都市計画区域 ・区域内 （ ・市街化区域　 ・市街化調整区域　 ・未線引 ） ・準都市計画地域 ・ 　区域外

防火地域

指定容積率

指定建ぺい率

・ １低　 ・ ２低　 ・ １中　 ・ ２中　 ・ １住　 ・ ２住　 ・ 準住

・近商　 ・ 商業　 ・ 準工　 ・工業　 ・工専　 ・ 指定なし

・防火　 ・ 準防火　 ・法２ ２条区域　 ・指定なし

教室棟※補助事業

大規模改修

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝ＮＳ 　 Ａ ３＝ＮＳ現況、改修後　仕上表 A- 0 6



Ｎ

Ｎ３
，
４
０
０

４
，
６
０
０

７
，
０
０
０ ９
，
４
０
０

２
，
４
０
０

１
，
４
０
０

５
０
０

５
０
０

１
，
５
０
０

３
，
６
０
０

３
，
４
０
０

４
，
６
０
０

７
，
０
０
０ ９
，
４
０
０

２
，
４
０
０

１
，
４
０
０

１
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
６
０
０

１
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
４
０
０

７
，
０
０
０

９
，
４
０
０

１
６
，
４
０
０

２ ， ５ ０ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０２ ， ４ ０ ０

４ ， １ １ ０ ４ ， ５ ９ ０ ２ ， ９ ０ ０１ ， ２ ０ ０ ２ ５ ０

４ ， １ １ ０ ４ ， ５ ９ ０

２ ， ５ ０ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０

３ ７ ， ２ ０ ０

４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０２ ， ４ ０ ０

１
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
４
０
０

７
，
０
０
０

９
，
４
０
０

１
６
，
４
０
０

１
７
５

４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０

３ ７ ， ２ ０ ０

４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０

３ ， １ ５ ０１ ， ２ ０ ０

6
,8
25

Ｙ ０

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ ３

Ｙ ０

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ ３

男子便所女子便所

廊下 廊下

バルコニー

倉庫

階段室

ＵＰ

廊下 廊下

家庭科準備室 家庭科室 音楽準備室
音楽教室

Ｙ ３

Ｙ １

Ｙ ０

Ｘ ０ Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ ６ Ｘ ７ Ｘ ８ Ｘ ９

Ｙ ３

Ｙ １

Ｙ ０

Ｘ ０ Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ ６ Ｘ ７ Ｘ ８ Ｘ ９

女子便所

下部ピッ ト

男子便所

下部ピッ ト

Ｐ Ｓ

Ｕ Ｐ

Ｕ Ｐ ＤＮ

図書室

Ｐ Ｓ
手洗

ＵＰＤＮ

特別支援教室 特別支援教室 特別支援教室 特別支援教室
（わかば５ ）（わかば４ ）（わかば３ ）（わかば２ ）

現況　 １階平面図　 １ ： １ ０ ０

現況　 ２階平面図　 １ ： １ ０ ０

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／１ ０ ０ 　 Ａ ３＝１／２ ０ ０現況　 １ 、 ２階平面図 Ａ－０ ７



Ｎ

Ｎ

防水端部 ： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え
屋根 ： シート防水 ｔ ２ ． ０ 　シルバー仕上、下地 ：均しモルタル ｔ ２ ０ 、

屋上点検口 ： ステンレス製

ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０

ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０

ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０

ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０ルーフ ドレン ：鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０

１
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
４
０
０

７
，
０
０
０

９
，
４
０
０

１
６
，
４
０
０

３
，
４
０
０

４
，
６
０
０

７
，
０
０
０ ９
，
４
０
０

２
，
４
０
０

１
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
６
０
０

１
，
４
０
０

３
，
４
０
０

４
，
６
０
０

７
，
０
０
０ ９
，
４
０
０

２
，
４
０
０

５
０
０

５
０
０

１
，
５
０
０

３
，
６
０
０

１
，
４
０
０

１
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
４
０
０

７
，
０
０
０

９
，
４
０
０

１
６
，
４
０
０

４ ， １ １ ０ ４ ， ５ ９ ０ ２ ， ９ ０ ０１ ， ２ ０ ０ ２ ５ ０

２ ， ５ ０ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０

３ ７ ， ２ ０ ０

４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０２ ， ４ ０ ０

２ ， ５ ０ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０

３ ７ ， ２ ０ ０

４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０４ ， ３ ５ ０２ ， ４ ０ ０

４ ， １ １ ０ ２ ５ ０

２
，
０
０
０

２ ， ０ ０ ０

４ ， ５ ９ ０ １ ， ２ ０ ０ ２ ， ９ ０ ０

Ｙ ３

Ｙ １

Ｙ ０

Ｙ ３

Ｙ １

Ｙ ０

Ｙ ０

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ ３

Ｙ ０

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ ３

女子便所

Ｐ Ｓ

廊下

男子便所

ＤＮ

Ｘ ０ Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ ６ Ｘ ７ Ｘ ８ Ｘ ９

Ｘ ０ Ｘ １ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ ５ Ｘ ６ Ｘ ７ Ｘ ８ Ｘ ９

バルコニー

ＵＰＤＮ

暗室

理科準備室 理科教室

外国語教室

現況　 ３階平面図　 １ ： １ ０ ０

現況　 Ｒ階平面図　 １ ： １ ０ ０

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １
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屋上点検口 ：現況のまま
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▽Ｇ Ｌ±０

▽１ Ｆ Ｌ

▽２ Ｆ Ｌ

▽３ Ｆ Ｌ

▽水下

手摺壁撤去

防水端部 ： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え

Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工法、新規防水の工程Ｓ Ｉ －Ｍ２工法、断熱材 ｔ ２ ５

防水端部 ： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

打継目地 ： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２ 、化粧目地 ： １ ０×２ ０ ・ １ ０×１ ０

打継目地 ： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２打ち替え、化粧目地：現況のまま

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

床 ： 防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ） 、巾木 ：防水モルタル金ゴテ押え、
手摺壁： コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ）の上アクリルエマルジョ ン樹脂系吹付タイル、
笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え
床 ： 塩ビシート貼り （ ノンスリ ップ ） 、巾木 ：現況のまま
手摺壁：高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ
笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

屋根

外壁

バルコ ニー

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、外装薄塗材Ｅ

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

天端 ：防水モルタル金ゴテ押え

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

天端 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

アルミ製建具（ シルバー ） 、スチール製建具

アルミ製両開き扉 （ シルバー ） ：撤去新設、スチール製建具 ：撤去新設

※空調室の外部に面するガラス面については、遮熱シート貼り

モルタル金ゴテ押え　 Ｈ＝４ ０ ０

現況のまま

鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０

改修用ルーフ ドレン　φ１ ０ ０

建具

巾木

ルーフ ド レ ン

硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ 、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５

硬質塩ビ管　φ１ ０ ０ ： Ｄ Ｐ塗装、養生管　白ガス管　φ１ ２ ５ ： Ｄ Ｐ塗装

竪樋軒裏

柱型

梁型

シート防水 ｔ ２ ． ０ 　シルバー仕上、下地 ：均しモルタル ｔ ２ ０ 、
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改修後　南立面図　 １ ： １ ０ ０ 改修後　東立面図　 １ ： １ ０ ０

現況　南立面図　 １ ： １ ０ ０ 現況　東立面図　 １ ： １ ０ ０

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ
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管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／１ ０ ０ 　 Ａ ３＝１／２ ０ ０現況、改修後　南、東立面図 Ａ－１ １
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防水端部 ： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え

Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工法、新規防水の工程Ｓ Ｉ －Ｍ２工法、断熱材 ｔ ２ ５

防水端部 ： アルミ押え金物Ｌ－４ ０×１ ０ 、笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

打継目地 ： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２ 、化粧目地 ： １ ０×２ ０ ・ １ ０×１ ０

打継目地 ： ２ ０×２ ０ 　 Ｐ Ｕ－２打ち替え、化粧目地：現況のまま

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

床 ： 防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ） 、巾木 ：防水モルタル金ゴテ押え、
手摺壁： コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ）の上アクリルエマルジョ ン樹脂系吹付タイル、
笠木 ：防水モルタル金ゴテ押え
床 ： 塩ビシート貼り （ ノンスリ ップ ） 、巾木 ：現況のまま
手摺壁：高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ
笠木 ：劣化部改修の上、塗膜防水Ｘ－２

屋根

外壁

バルコ ニー

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、外装薄塗材Ｅ

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

高圧水洗浄 （ ３ ０～５ ０Ｍ ｐ ａ ） 、劣化部改修の上、可と う形改修塗材Ｒ Ｅ

コンクリート打ち放し （ Ｂ種 ） の上　アクリルエマルジョン樹脂系吹付タイル

天端 ：防水モルタル金ゴテ押え
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アルミ製建具（ シルバー ） 、スチール製建具

アルミ製両開き扉 （ シルバー ） ：撤去新設、スチール製建具 ：撤去新設

※空調室の外部に面するガラス面については、遮熱シート貼り

モルタル金ゴテ押え　 Ｈ＝４ ０ ０

現況のまま
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改修後　北立面図　 １ ： １ ０ ０ 改修後　西立面図　 １ ： １ ０ ０

現況　北立面図　 １ ： １ ０ ０ 現況　西立面図　 １ ： １ ０ ０
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床 ： エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０ （ Ａ Ｓ ）撤去

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

見切 ： ＳＵ Ｓ製撤去

手洗床 ： ビニル床シート （防滑 ） （接着剤ＡＳ ）撤去

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装 （接着剤Ａ Ｓ ）撤去

ビニル床シート ｔ ２
（抗菌 ・防滑 ）

床 ： フローリングブロック ｔ １ ５
Ｐ Ｕ塗装研磨

スチール製両開き扉撤去
建具周囲ハツリの上枠共見切 ： ＳＵ Ｓ製

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

各階基準からの高低差を示す。

現況のままを示す。
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段鼻 ： ノンスリ ップタイル
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現況　 １階平面詳細図　 １ ： ５ ０
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床 ： エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０ （ Ａ Ｓ ）撤去

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

見切 ： ＳＵ Ｓ製撤去

手洗床 ： ビニル床シート （防滑 ） （接着剤Ａ Ｓ ）撤去

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装 （接着剤Ａ Ｓ ）撤去

床 ：防水モルタル金

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

床 ： エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０
（ Ａ Ｓ ）撤去

段鼻 ：塩ビ製ノンスリ ップ撤去

ゴテ押え

床 ： フローリングブロック ｔ １ ５
Ｐ Ｕ塗装研磨

アルミ製両開き扉撤去
建具周囲ハツリの上枠共

見切 ： ＳＵ Ｓ製

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

建具周囲ハツリの上枠共
アルミ製両開き扉撤去

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×６ ５
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
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額縁 ： ２ ５×８ ５
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×８ ５
木製　 ＯＰ 額縁 ： ２ ５×４ ０

木製　 ＯＰ

各階基準からの高低差を示す。

現況のままを示す。
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現況　 １階平面詳細図　 １ ： ５ ０
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床 ： フローリング ｔ １ ５ 　

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

Ｐ Ｕ塗装撤去
床 ： フローリングブロック ｔ １ ５ 　

Ｐ Ｕ塗装研磨
床 ： フローリングブロック ｔ １ ５ 　

Ｐ Ｕ塗装研磨

スチール製両開き扉撤去
建具周囲ハツリの上枠共

見切 ： ＳＵ Ｓ製

ビニル床シート ｔ ２
（抗菌 ・防滑 ）

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装
床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

D

C
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ
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木製　 ＯＰ
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木製　 ＯＰ
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木製　 ＯＰ
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

各階基準からの高低差を示す。

現況のままを示す。

展開方向

床 ：防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ） 床 ：防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ）
鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０
硬質塩ビ管　φ１ ０ ０

床 ：防水モルタル金ゴテ押え

段鼻 ： ノンスリ ップタイル

鋳鉄製竪引きルーフドレン 　φ１ ０ ０
硬質塩ビ管　φ１ ０ ０

養生管　白ガス管　φ１ ２ ５
硬質塩ビ管　φ１ ０ ０
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硬質塩ビ管　φ１ ０ ０
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一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

図面番号 A- 1 5図面名 Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印
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床 ： フローリング ｔ １ ５ 　

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

Ｐ Ｕ塗装撤去
床 ： フローリングブロック ｔ １ ５ 　

Ｐ Ｕ塗装研磨

床 ： フローリングブロック ｔ １ ５ 　
Ｐ Ｕ塗装研磨

床 ： フローリングブロック ｔ １ ５ 　
Ｐ Ｕ塗装研磨

段鼻 ：塩ビ製ノンスリ ップ撤去

見切 ： ＳＵ Ｓ製

ビニル床シート ｔ ２
（抗菌 ・防滑 ）

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装

床 ： フローリング ｔ １ ５ 　 Ｐ Ｕ塗装
床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

アルミ製両開き扉撤去
建具周囲ハツリの上枠共

額縁 ： ２ ５×８ ５
木製　 ＯＰ 額縁 ： ２ ５×４ ０

木製　 ＯＰ
額縁 ： ２ ５×４ ０

木製　 ＯＰ
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木製　 ＯＰ
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額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ
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各階基準からの高低差を示す。

現況のままを示す。

展開方向

床 ：防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ） 床 ：防水モルタル金ゴテ押え （目地切 ）鋳鉄製竪引きルーフドレン　φ１ ０ ０
硬質塩ビ管　φ１ ０ ０
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一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

図面番号 A- 1 6図面名 Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印
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床 ： フリーアクセスフロアＨ＝１ ０ ０
置敷セッティ ングフロア

床 ： エポキシ樹脂塗床 ｔ ２ ． ０研磨

見切 ： ＳＵ Ｓ製

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

ビニル床シート ｔ ２
（ 抗菌 ・防滑 ）

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

床 ：弾性ウレタン系塗床 ｔ ３研磨

上り框 ： ＳＵ Ｓ製Ｈ＝１ ０ ０

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
木製　 ＯＰ

額縁 ： ２ ５×４ ０
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現況

改修後

現況

改修後 特別支援教室 （わかば２ ）
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廊下

建具撤去 （枠共 ） を示す。

建具のみ撤去を示す。

シリンダー錠撤去を示す。

凡例

改修後　 ２階建具配置図　 １ ： １ ０ ０

現況　 ２階建具配置図　 １ ： １ ０ ０
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形状 ・ 寸法
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アルミ

標準付属金物一式．アルミアンク ゛ル３個

アルマイ ト処理

アルマイ ト処理

フロートガラス ｔ ３

フロートガラス ｔ ３

標準付属金物一式．アルミアンク ゛ル４個

アルマイ ト処理

標準付属金物一式．アルミアンク ゛ル４個

アルマイ ト処理

フロートガラス ｔ ３

標準付属金物一式．アルミアンク ゛ル４個
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スチール
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非常口フ ゜ レー ト取付　煙感知器連動自閉式甲種防火戸
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ガラリ付

AD- 1G
ガラリ付

アルミ沓摺． ト ゛ ア腰アルミハ ゜ ネル ｔ ３

AP AP AP AP AP

APAPAPAPAP

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事 図面名

次長

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

図面番号工事名 A- 4 9

課長 担当

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ現況、改修後　建具表 （ １ ） Ａ １＝１／１ ０ ０ 　 Ａ ３＝１／２ ０ ０



シーリング （ ＭＳ－２ 　 １ ０×１ ０ ）打ち替え

F I X
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SD SD
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3
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4

SP SP SP

5 7
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1
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0
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7
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1
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7 5 0

2
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2
0

2
,6
2
0

1 , 7 2 0 9 0 0

6
0
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5 0 0

厚１ ． ６

2
,0
0
0

1 , 2 0 0

3 , 5 7 0 2 , 6 2 0

1
,8
0
0

7 5 0

2
,6
2
0

2
,6
2
0

1 , 7 2 0 9 0 0

6
0
0

5 0 0

厚１ ． ６

2
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0
0

1 , 2 0 0

3 , 5 7 0 2 , 6 2 0

3 , 6 0 0

2
,0
0
0

5
4
0

8
0

5
4
0

2
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2
0
8
0

1
0
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8
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1
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2
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2
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0
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2
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2
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0

8
0

8
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1
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5
0
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7
2
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2
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8
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5
4
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2
0
8
0

5
4
0

2
,0
0
0

8
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1
0
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2
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2
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2
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8
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8
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1
0
0
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2
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8
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8
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1
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0
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7
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2
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0
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8
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2
0
8
0

1
0
0

8
0
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2
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2
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2
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0
0

5
4
0

8
0

2
,6
2
0

2
,6
2
0

2
,6
2
0

記号

記 　 号

記 　 号

記 　 号

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

仕 　 　 上

12

室 　 名

名 　 称

室 　 名

名 　 称

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

室 　 名

名 　 称

室 　 名

名 　 称

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

仕 　 　 上

仕 　 　 上

仕 　 　 上

現 　 　 　 況

形状 ・ 寸法

改 　 修 　 後

形状 ・ 寸法

現 　 　 　 況

形状 ・ 寸法

改 　 修 　 後

形状 ・ 寸法

アルミ

アルマイ ト処理

1

スチール

ＯＰ塗

-

フロアーヒンジ ．ケースハンドル．潜り戸用ヒンジ

非常口フ ゜ レー ト取付　煙感知器連動自閉式甲種防火戸 非常口フ ゜ レー ト取付　煙感知器連動自閉式甲種防火戸

フロアーヒンジ ．ケースハン ドル

スチール

ＯＰ塗

-

軸吊り番　盤錠

スチール

ＯＰ塗

- -

握玉付シリンダー錠撤去． フランス落し ．アームス ト ッパー

-

-

Ｏ Ｐ塗

スチール

ステンレスフラ ッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛ ステンレスフラッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

スチール スチール

ＯＰ塗 ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラ ッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

欄間フロートガラス ｔ ３ 　窓スリガラス ｔ ３

クレ ッセン ト 　戸当り コ ゛ ム　方立　戸車

2 2スチール

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラ ッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

スチール

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

スチール

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラ ッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

スチール

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

1

Ｏ Ｐ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

建具表 ２ 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

Ｓ ＯＰ塗替 ＳＯＰ塗替 ＳＯＰ塗替

1

1

1

1

3

3

1

1

ＳＯＰ塗替

階段室 階段室

スチール両開　潜り戸付フラッシュ戸 スチール両開　 フラッシュ戸

便所パイプシャフ ト

スチールアングル戸 スチール親子フラッシュ戸

倉庫

2

2

33

3

2

2

アルミ固定ガラリ

倉庫

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

特別支援教室 特別支援教室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

家庭科室．理科教室

２段２連引違い学校用間仕切り窓付

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

特別支援教室 特別支援教室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

スチール

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

建具のみ撤去

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

家庭科室．理科教室 家庭科室．理科教室※３階理科教室枠共撤去

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

家庭科準備室 理科準備室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付 ２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

２段引違い学校用間仕切り ドア付

図書室、多目的室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

家庭科室．理科教室 家庭科室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

家庭科準備室

２段２連引違い学校用間仕切り ドア付

建具のみ撤去

3

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

2

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

１階家庭科室
建具のみ撤去建具のみ撤去 建具のみ撤去

1

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

1

化粧鋼板

スチール

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

Ｕ ９シリンダー錠

Ｕ ９シリンダー錠

廊下

２段両開学校用間仕切り ドア

3スチール

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ドア．窓スリガラス ｔ ３

シリンタ ゛ー引違戸用　鎌型錠　クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　方立　戸車

ステンレスフラッ ト型レール　戸のカ ゛ ラスコーキンク ゛

２段引違い学校用間仕切り ドア付

音楽教室、図書室、外国語教室※３階外国語教室枠共撤去

１階音楽教室
建具のみ撤去

2

フロートガラス ｔ ３

Ｕ９シリンタ ゛ ー引違戸用　 クレッセント 　引戸　戸当りコ ゛ム　戸車

ステンレスフラッ ト型レール

２段引違い学校用間仕切り ドア付

音楽教室、前室

アルミ

ＯＰ塗

欄間フロートガラス ｔ ３ 　 ド ア ．パララインガラス ｔ ６ ． ８

ステンレス沓摺．戸ガラスコーキング

1

廊下

２段両開学校用間仕切り ドア

Ｄ Ｈ ． Ｄ Ｃ ．握玉． フランス落し ．スト ッパー

フロートガラス ｔ ３

ステンレス沓摺

1

理科準備室

２段両開学校用間仕切り ドア

Ｕ ９シリンダー錠． Ｄ Ｃ ． フランス落し

スチール

化粧鋼板

スチール

化粧鋼板

記　事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

吉木小学校教室棟大規模改修建築工事 図面名

次長

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

図面番号工事名

課長 担当

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ Ａ １＝１／１ ０ ０ 　 Ａ ３＝１／２ ０ ０現況、改修後　建具表 （ ２ ） A- 5 0
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WD WD WD
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WD
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1

WD WD

2

WD WD WD

6 7 8

WD WD WD

6 7 8

1

LSD

1

WD

1

WD
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1 0 0
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3 , 7 4 0

5
0

1
,7
5
0

1 , 1 0 0

5
0

1
,7
5
0

4 0

1 , 2 5 0
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0

1
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1 , 0 0 0 4 2 0 5 9 5
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0

1
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5
0

1
,7
5
0

6 0 0

2
,0
0
0

3
0
0

8 0 0

6 0 0

2
5
0

2 5 0

8 0 0

2
,0
0
06
0
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3
0
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6 0 0

2
,0
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0
0

8 0 0
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2 5 0

8 0 0

2
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06
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3
0
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6 0 0

2
,0
0
0

1 , 5 0 0

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

仕 　 　 上

改 　 修 　 後

形状 ・ 寸法

記号
室 　 名

名 　 称

室 　 名

名 　 称
記 　 号

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

室 　 名

名 　 称
記 　 号

備 　 　 考

金物 ・ その他

ガ 　 ラ 　 ス

材質 ・ 数量

仕 　 　 上

仕 　 　 上

仕 　 　 上

現 　 　 　 況

形状 ・ 寸法

現 　 　 　 況

形状 ・ 寸法

改 　 修 　 後

形状 ・ 寸法

建具表 ３ 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０

3

3

- - -

Ｏ Ｐ塗 ＯＰ塗 ＯＰ塗

木製

ＯＰ塗

スリガラス ｔ ３

丁番　握玉付シリンダー錠　 ドアチェ ック

便所

ステンレス頭つなぎ４ ０＊２ ０

ビニト ップフラッシュ

-

ラバト リーヒンジ．表示開掛錠．取手．戸当り ．ブース金物一式

ステンレス頭つなぎ４ ０＊２ ０

ト イレブース ト イレブース

便所

ビニト ップフラッシュ ビニト ップフラッシュ

- -

ラバト リーヒンジ．表示開掛錠．取手．戸当り ．ブース金物一式

ステンレス頭つなぎ４ ０＊２ ０

6 3

丁番．スト ライクキャッチ．取手

各階便所前洗面所

木製 木製 木製

- - -

船底引手．戸車 船底引手．戸車 船底引手．戸車

片開合板フラッシュ ドア 　額入ガラリ付

暗室

1

1

Ｓ ＯＰ塗替

Ｕ ９シリンダー錠 Ｕ ９シリンダー錠

1

1

2

2

4

4

合板フラッシュ引違戸 合板フラッシュ引違戸 合板フラッシュ引違戸

理科準備室 理科準備室 理科教室

ＳＯＰ塗替 ＳＯＰ塗替 ＳＯＰ塗替 ＳＯＰ塗替

トイレブース

現況のまま 現況のまま 現況のまま

音楽準備室．理工準備室．理工室

軽量スチール製２枚引込戸

スリガラス ｔ ３

Ｏ Ｐ塗

丁番　握玉付シリンダー錠　 ドアチェ ック

4スチール製

型板ガラス ｔ ３

化粧鋼板

Ｕ ９シリンダー錠　手動式自閉装置　引手　ガラリ

木製

家庭科準備室、図書室、理科準備室

片開合板フラッシュ ドア 　額入ガラリ付
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防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
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凡例

ひび割れ

モルタル浮き

欠損

露筋処理

塗膜剥離

Pコン跡

改修部大きさ

0.2mm未満

0.2mm以上

0.25㎡未満

0.25㎡以上

1.0㎡未満

1.0㎡以上

100×100以下

200×200以下

400×400以下

500×500以下

500×500超

100×100未満

100×300未満

100×800未満

800以上

一般部

指定部

工 法

シール工法(可とう性エポキシ樹脂)

Ｕカット工法(ポリウレタン系シーリング材)

アンカーピンニング部分注入工法 一般部

アンカーピンニング部分注入工法 指定部

アンカーピンニング部分注入工法 狭幅部

アンカーピンニング全面注入工法 一般部

アンカーピンニング全面注入工法 指定部

アンカーピンニング全面注入工法 狭幅部

カッター入れモルタル撤去・不陸調整

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
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手摺壁内側

南劣化調査立面図　 １ ： ２ ０ ０ 東劣化調査立面図　 １ ： ２ ０ ０

凡例

ひび割れ

モルタル浮き

欠損

露筋処理

塗膜剥離

Pコン跡

改修部大きさ

0.2mm未満

0.2mm以上

0.25㎡未満

0.25㎡以上

1.0㎡未満

1.0㎡以上

100×100以下

200×200以下

400×400以下

500×500以下

500×500超

100×100未満

100×300未満

100×800未満

800以上

一般部

指定部

工 法

シール工法(可とう性エポキシ樹脂)

Ｕカット工法(ポリウレタン系シーリング材)

アンカーピンニング部分注入工法 一般部

アンカーピンニング部分注入工法 指定部

アンカーピンニング部分注入工法 狭幅部

アンカーピンニング全面注入工法 一般部

アンカーピンニング全面注入工法 指定部

アンカーピンニング全面注入工法 狭幅部

カッター入れモルタル撤去・不陸調整

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
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北劣化調査立面図　 １ ： ２ ０ ０ 西劣化調査立面図　 １ ： ２ ０ ０

凡例

ひび割れ

モルタル浮き

欠損

露筋処理

塗膜剥離

Pコン跡

改修部大きさ

0.2mm未満

0.2mm以上

0.25㎡未満

0.25㎡以上

1.0㎡未満

1.0㎡以上

100×100以下

200×200以下

400×400以下

500×500以下

500×500超

100×100未満

100×300未満

100×800未満

800以上

一般部

指定部

工 法

シール工法(可とう性エポキシ樹脂)

Ｕカット工法(ポリウレタン系シーリング材)

アンカーピンニング部分注入工法 一般部

アンカーピンニング部分注入工法 指定部

アンカーピンニング部分注入工法 狭幅部

アンカーピンニング全面注入工法 一般部

アンカーピンニング全面注入工法 指定部

アンカーピンニング全面注入工法 狭幅部

カッター入れモルタル撤去・不陸調整

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
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200×200以下

400×400以下

500×500以下

500×500超

100×100未満

100×300未満

100×800未満

800以上

一般部

指定部

工 法

シール工法(可とう性エポキシ樹脂)

Ｕカット工法(ポリウレタン系シーリング材)

アンカーピンニング部分注入工法 一般部

アンカーピンニング部分注入工法 指定部

アンカーピンニング部分注入工法 狭幅部

アンカーピンニング全面注入工法 一般部

アンカーピンニング全面注入工法 指定部

アンカーピンニング全面注入工法 狭幅部

カッター入れモルタル撤去・不陸調整

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法
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凡例

ひび割れ

モルタル浮き

欠損

露筋処理

塗膜剥離

Pコン跡

改修部大きさ

0.2mm未満

0.2mm以上

0.25㎡未満

0.25㎡以上

1.0㎡未満

1.0㎡以上

100×100以下

200×200以下

400×400以下

500×500以下

500×500超

100×100未満

100×300未満

100×800未満

800以上

一般部

指定部

工 法

シール工法(可とう性エポキシ樹脂)

Ｕカット工法(ポリウレタン系シーリング材)

アンカーピンニング部分注入工法 一般部

アンカーピンニング部分注入工法 指定部

アンカーピンニング部分注入工法 狭幅部

アンカーピンニング全面注入工法 一般部

アンカーピンニング全面注入工法 指定部

アンカーピンニング全面注入工法 狭幅部

カッター入れモルタル撤去・不陸調整

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

下地調整材による不陸調整 一般部

下地調整材による不陸調整 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 一般部

防錆処理+ポリマーセメントモルタル充填工法 指定部

剥離剤併用手工具ケレン工法

剥離剤併用手工具ケレン工法

ア 1～

1～イ

ア 1～

1～イ

ウ 1～

1～エ

オ 1～

カ 1～

1～キ

ア 1～

1～イ

ウ 1～

エ 1～

1～オ

カ 1～

キ 1～

1～ク

ケ 1～

コ 1～

1～ア

イ 1～

ウ 1～

1～エ

オ 1～

カ 1～

キ

ク

ア

イ

1～

1～

1～

1～

P1～

ア 1

ア

ア

ア

2

4

3

ア ア ア ア ア ア5 6 7 8 9 10

ア 21

ア

ア

ア22 23

25

ア 24

ア ア ア13 ア ア ア ア11 12 15 17 19 20

ア ア ア14 16 18

アアア 1 2 3

イ 4 イ イ イ イ イ イイイ 5 6 イ 7 8 9 10 11 12 14イ 13 イ 15 イ イ イ イ イ イ16 17 20 23 24 25イ 19 イ 21

イ イ18 22

イ イ イ イ

イ

1 2 3 30

31

イ 27

イ 26

イ 29

イ 28

ア40

ア 1 ア 2

ウ 3

イ 4 イ イ5 7

6ア

ア 8

アカ カ カ9 11 12 15

ア10

ア

ア

13

14

イ 2

ウ ウ ウ3 4 5

カ 6 カ カ カ7 8 9

カ カ10 11

ア 1

記　 事

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９ －８ ２ －５ ５ ５ ４ 本社〒８ ２ ８ －０ ０ ２ １ 福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８ －１ １

一級建築士　 第１ ２ ６ ８ ７ ４ 号　 　 田中　 孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名

管理技術者 主任 検印

Ａ １ ＝１ ／１ ０ ０ 　 Ａ ３ ＝１ ／２ ０ ０劣化調査展開図（ ２ ） Ａ－６２吉木小学校教室棟大規模改修建築工事



Ｎ

Ｎ

男子便所女子便所

廊下 廊下

バルコニー

倉庫

階段室

Ｕ Ｐ

廊下 廊下

家庭科準備室

家庭科室

図書室

女子便所

下部ピッ ト

男子便所

下部ピッ ト

Ｐ Ｓ

Ｕ Ｐ

Ｕ Ｐ Ｄ Ｎ

多目的室

Ｐ Ｓ
手洗

Ｕ ＰＤ Ｎ

相談室

特別支援教室 特別支援教室 特別支援教室 特別支援教室
（ わかば５ ）（ わかば４ ）（ わかば３ ）（ わかば２ ）

K- 1 5 K- 1 5 K- 1 5 K- 1 5

K- 1 6 K- 1 6 K- 1 6 K- 1 6K- 1 7K- 1 7 K- 1 7 K- 1 7

×４K- 1 4 K- 6 K- 7 K- 9
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改修後　 １階平面図　 １ ： １ ０ ０

改修後　 ２階平面図　 １ ： １ ０ ０
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把手、引手　詳細図

Ｐ Ｐ製空気孔付舟底引手 ＡＢＳ製ハンドル

本体、棚板　木口仕上　詳細図

標準本体見隠れ

標準本体見え掛り

天板、中天　詳細図

板　戸 ガラス戸

引違戸　詳細図 引出　詳細図 （側板兼用鋼製スライドレール仕様 ）

棚受けダボ ステンレス棚柱

可動棚板　詳細図

平面図

断面図

調理台ステンレス天板詳細図

7

3

1

2

※Ｗ６ ０ ０以上の棚板は強度を考慮し 、

　パーテ ィ クルボードの使用は不可とする 。

　 また、 フラ ッシュ芯材にもパーテ ィ クルボードの使用は不可とする 。

25
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木口　 ｔ １ ． ０化粧シー ト貼

2
0

木口　 ｔ ０ ． ４ ５化粧シート貼

1
9

4
1
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Ｐ Ｐ樹脂成型品

引違戸

樹脂コート化粧

パーテ ィ クルボード

敷居

Ｐ Ｐ樹脂成型品

樹脂製戸車

（立付調整可 ）

引違戸

ｔ ４ｍｍ透明強化ガラス

樹脂コート化粧

パーテ ィ クルボード枠組

ガラス押縁

Ｐ Ｐ樹脂成型品

鴨居

Ｐ Ｐ樹脂成型品

敷居

Ｐ Ｐ樹脂成型品

樹脂製戸車

（立付調整可 ）

側板兼用鋼製スライドレール

引出先板、底板

樹脂コート化粧

パーティ クルボード

口板取付けブラケッ ト

口板調整機能付

引出口板

樹脂コート化粧

パーティ クルボード

3 03 0

D

6
0

6
0

背板 ： メラ ミン化粧ＭＤ Ｆ貼

ダボ　φ９

真チュウニッケルメ ッキ

棚板　 メラ ミン化粧ＭＤ Ｆ

下地　 フラ ッシュ

2
3

P
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20

天板　 ＳＵ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０

下地　合板 ｔ ９ｍｍ

水切りロール加工

Ｅ Ｃ Ｏボード仕様　標準仕様書

木製家具標準仕様　 　 『 特記無き場合は下記の仕様とする 』

樹脂コート化粧

パーテ ィ クルボード

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ

各種合板

接着剤

塗料

（ Ｅ ＣＯボードプラス ）

（ Ｎ Ｅ Ｏボードプラス ）

本体

木口

天板、中天

木製引違戸

木製引違戸

開戸 （板戸 ）

（ 板戸 ）

（ ガラス戸 ）

台輪

ステンレスシンク

ステンレス天板

排水ト ラ ップ

共　通

可動式棚板

引出

地球環境問題 （ リサイクル、温暖化等 ） に配慮し 、かつ室内におけるホルムアルデヒ ドの気中濃度を下げる事に

主眼を置き 、各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする 。

ホルムアルデヒ ド放散量 「 ０ ． ０ ４ｍ ｇ／ ｌ 」 以下とする。

マテリアルリサイクル可能品 （ メ ラ ミ ン樹脂含浸の低圧メラ ミ ン等は使用不可 ）

「 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ５ ９ ０ ８ 」 適合品の国内生産品とする。

Ｊ Ｉ Ｓ－Ｆ☆☆☆☆適合品

ＭＤ Ｆは国産木材の使用比率７ ０％以上と し 、 「 間伐材マーク 」 、 「 木づかいサイクルマーク 」取得品とする

Ｊ Ａ Ｓ－Ｆ☆☆☆☆適合品

厚生労働省のＶＯＣ指定１ ３物質を含んでいないものを使用する。 　 Ｆ☆☆☆☆適合品

厚生労働省のＶＯＣ指定１ ３物質を含んでいないものを使用する。 　 Ｆ☆☆☆☆適合品

表面材 ：単色は防汚機能を有するメ ラ ミ ンコート 、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

表面材 ：単色は防汚機能を有するメ ラ ミ ンコート 、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

「 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ５ ９ ０ ５ 」 適合品の国内生産品とする。

主材 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード ｔ ２ ０ （ Ｅ ＣＯボードプラス ）

背板、地板取外し部 ：樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ （ Ｎ Ｅ Ｏボードプラス ） ｔ ４ｍｍ

本体見掛り ： 非塩ビ化粧樹脂シート ｔ １ ． ０貼

本体見隠れ ：非塩ビ化粧樹脂シート ｔ ０ ． ４ ５貼

高圧メラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

※ポスト フォーム天板に使用するメ ラ ミ ンの厚さは ｔ ０ ． ８以上とする 。

実験台コーナー部 ： Ａ ＢＳエッジ ｔ ３ ． ０貼り 　 Ｒ面取り加工

樹脂コート化粧パーティクルボード ｔ ２ ０ （ Ｅ ＣＯボードプラス ） 、木口 ：非塩ビ化粧樹脂シート ｔ ０ ． ４ ５貼

樹脂コート化粧パーティクルボード ｔ ２ ０ （ Ｅ ＣＯボードプラス ） 、木口 ：非塩ビ化粧樹脂シート ｔ ０ ． ４ ５貼

樹脂製戸車 （ 立付け調整可能 ） 、 Ｐ Ｐ樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居 ・ 鴨居

樹脂コート化粧パーティクルボード ｔ ２ ０ （ Ｅ ＣＯボードプラス ） 、木口 ：非塩ビ化粧樹脂シート ｔ ０ ． ４ ５貼

樹脂製戸車 （ 立付け調整可能 ） 、 Ｐ Ｐ樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居 ・ 鴨居

ワンタッチ脱着式スライド丁番 （ キャッチ機能付 ） 　 １ ０ ５°開き （開き角度が異なる場合、詳細図に表記 ）

透明強化ガラス ｔ ４ｍｍ、樹脂製ガラス押え

ポリエステル化粧合板貼　 　 　下地 ： ランバーコア合板 ｔ １ ５ （ 四方組 ）

※壁面固定の家具は不陸調整の上、台輪化粧材 「 後貼 」 とする 。

ＳＵ Ｓ ３ ０ ４及びＳＵ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ 　表面仕上 ：＃４ ０ ０

Ｎ－１ ４ Ｂ Ｐ ｓ ： 樹脂製 （ ステンレスプレート 、大型ゴミ カゴ付 ）

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする 。

※ 「 日本家具保証協会 」認定企業の生産製品、及び監理製品とする 。

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ （ Ｎ Ｅ Ｏボードプラス ）

　 また、 フラ ッシュ芯材にもパーテ ィ クルボードの使用は不可とする 。

※Ｗ６ ０ ０以上の棚板は強度を考慮し 、パーテ ィ クルボードの使用は不可とする 。

棚板底面にずれ止めのダボジャク リを施すこと 。

棚受けダボ ： φ９ｍｍネジ込式 （ Ｗ１／４ ） 　 アルミ製ニッケルメ ッキ　 Ｐ＝６ ０ｍｍ　 ３段

低温アルゴン溶接加工品　下地 ： 合板 ｔ ９ｍｍ

※板厚が薄く なるため、プレス加工品は使用不可とする 。

※ 「 西尾家具工芸社 」製品、又は同等品以上とすること 。

※製作家具本体は国内生産品とする 。

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

口板 ：樹脂コート化粧パーティクルボード ｔ ２ ０ （ Ｅ ＣＯボードプラス ） 、木口 ：非塩ビ化粧樹脂シート ｔ ０ ． ４ ５貼

側板兼用鋼製スライ ド レール、口板取付けブラケッ ト （ 調整機能付 ） 、品名差付ラインハンドル

ト ラ ップ接続径 ： 全て４ ０ Ａ

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／２ ０ 　 Ａ ３＝１／４ ０木製家具標準仕様書 Ａ－６ ５
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ビス止化粧キャ ップ

工事フタ

ビス止化粧キャ ップ

工事フタ

ビス止化粧キャ ップ

工事フタ

ビス止化粧キャ ップ

側パネル

スーパーポス ト フォーム

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC  1 0 0V

床立上は、 Ｆ Ｌ＋１ ０ ０以下と して ください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC  1 0 0V

床立上は、 Ｆ Ｌ＋１ ０ ０以下と して ください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

側パネル

スーパーポス ト フォーム

側パネル

スーパーポス ト フォーム

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC  1 0 0V

床立上は、 Ｆ Ｌ＋１ ０ ０以下と して ください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

側パネル

スーパーポス ト フォーム

側パネル

スーパーポス ト フォーム

配管立上り図
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配管立上有効範囲

水切ロール加工

コンセン ト

通線用開口

φ５ ０

オーブン用

コンセン ト

水栓取付部

水切りプレス加工

101 0

2 40 0

7 00

4
5

4
20

9
00

R1 0

6
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42
0

1
50

R 1 0

4 1 0

５ ６ ０ （開口 ）7 0

3
71

6
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０
（
開
口
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R1 0

5
5

8 5 0 8 5 0 1 01 8

R5

1
60
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5
00

1
002 11 0

1 8

3
0R5
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フ ッ ク 　 ５ ヶ所

Ｔ Ｙ－３ ０

8 50

6
65

8
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1
00

3
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R 5

8 501 81 0

R5

地板ステンレス貼
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9 00
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8
00 6
70

1
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30

R5

コンロ背面側

ケイカル板 ｔ ５ ｍｍ貼

（ ビス止め ）

8 80

5 0 1 0

1 0

R5

1 0 5 0

1 0

6
70

8
00

1
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R5

3
0 5

ステンレスエッジ

ガス台　裏面 （ 三方 ）

ケイカル板 ｔ ５ｍｍ貼

スチール製ガス栓ボックス

メラ ミ ン焼付塗装

１ Ｐホースエンド型

　 　ガス栓 （ 別途 ）

1 571 75 01 57
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1
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配管立上有効範囲
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Ａ Ｃ コ ンセン ト

2
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1
0

3
40

１
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３
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3 54 9 0

2
5

8
50

2
5
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スチール製ガス栓ボックス

メラ ミ ン焼付塗装

１Ｐ コンセント型

　 　ガス栓 （ 別途 ）

1
40

配管立上有効範囲
3
50

3
50

3 3 0 1 5 0 1 22 0

4
50

4
50

2 5 0 3 0 0 1 5 0

4
20

2
40

2
40

3 0 01 10 0

2 5 01 5 0

1
00

1
00

台 　輪

引　出

仕　 　 　様

ステンレス　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ　表面仕上： ＃４ ０ ０ 　 （ Ｄ＝１ ４ ０ ）

ガス台裏面 ： ケイカル板 ｔ ５ｍｍ貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

スライド丁番 （ キャ ッチ付 ） 、品名差付ラインハンドル

メ ラ ミ ン化粧板貼

裏面 ： ステンレスＳ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ ｍｍ （木口巻込み ）

表面 ： メ ラ ミン化粧板貼

　表面仕上：＃４ ０ ０ 　 　 ＳＵＳ回転丁番、引手金物

メラ ミ ン化粧板貼　 （ 下地合板 ）

木口 ： Ａ Ｂ Ｓエッジ ｔ ２ ． ０ ｍｍ貼 　 （ グレー色 ）

ステンレス 　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ ｍｍ 　表面仕上 ： ＃４ ０ ０

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、品名差付ラインハン ドル

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

側パネル ： スーパーポス トフォーム加工（ Ｒ ８ｍｍ ）

内部 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

　 　 （ 奥行＝３ ５ ０ｍｍ ）

大型ゴ ミ カゴ付排水ト ラ ップ

Ａ Ｃ電気コンセン ト （ Ｅ Ｅ Ｔ 付 ）

２ ッ口ガステーブルコンロ

ガス消費量

折畳み式混合水栓

排水ジャバラ

防臭キャ ップ

内部　昇降装置

消費電力

モーター、電源接続用コンセン ト

ガスコード

スリムプラグ

附　属　器　具

N-1 4BPs

AC- 2P (WN1 1 3 2 9 )

Ｐ Ａ－２ ９Ｂ 　 （パロマ ）

都市ガス （ １ ３ Ａ ） 　 　 　 　 ５ ． ８ ０ ｋ Ｗ

Ｌ Ｐガス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ． ７ ５ ｋＷ

NKWK- 65 8

φ３ ０ ｘ ７ ０ ０

４ ０ Ａ 、 ５ ０ Ａ兼用

5 0W

電動ド ライブユニッ ト

AC- 2P (WK3 0 0 4W)

φ７×１ｍ

１ ３ Ａ 、 Ｌ Ｐ Ｇ共通

1

1

1

1

1

1

１式

1

1

1

開　戸

天　板

本体主材

（ 回転式 ）

シンク

天フ タ

ガス台

シンク

本体主材

開　戸

台　輪

棚　板

天フ タ

（ 回転式 ）

天　板

ガス台

引　出

ステンレス　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ　表面仕上： ＃４ ０ ０ 　 （ Ｄ＝１ ７ ０ ）

側パネル ： スーパーポス トフォーム加工（ Ｒ ８ｍｍ ）

内部 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ガス台裏面 （三方 ） ： ケイカル板 ｔ ５ｍｍ貼

取外し式地板 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ｍｍ （ ビス止 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

スライド丁番 （ キャ ッチ付 ） 、品名差付ラインハンドル

ポリ合板貼（樹脂製コーナーガード付）

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラッシュ 　 　木口 ： シート貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

　 　 （ 奥行＝４ ５ ０ｍｍ ）

裏面 ： ステンレスＳ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ ｍｍ （木口巻込み ）

表面 ： メ ラ ミン化粧板貼

　表面仕上：＃４ ０ ０ 　 　 ＳＵＳ回転丁番、引手金物

メラ ミ ン化粧板貼　 （ 下地合板 ）

木口 ： Ａ Ｂ Ｓエッジ ｔ ２ ． ０ ｍｍ貼 　 （ グレー色 ）

ステンレス 　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ ｍｍ 　表面仕上 ： ＃４ ０ ０

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、品名差付ラインハン ドル

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

　 　 （ 奥行＝４ ０ ０ｍｍ ）

仕　 　 　様

大型ゴ ミ カゴ付排水ト ラ ップ

Ａ Ｃ電気コンセン ト （ Ｅ Ｅ Ｔ 付 ）

２ ッ口ガステーブルコンロ

ガス消費量

折畳み式混合水栓

水栓 ・ 排水ト ラ ップ ・ コンセン トは材のみ支給、取付は設備 ・電気工事

給排水 ・ 電気の一次側接続及び接続に関する附帯工事は

電気 ・ 設備工事 （ 一切別途 ） 　配線モール等は材 ・ 工共に別途

N-1 4BPs

AC- 2P (WN1 1 3 2 9 )

Ｐ Ａ－２ ９Ｂ 　 （パロマ ）

都市ガス （ １ ３ Ａ ） 　 　 　 　 ５ ． ８ ０ ｋ Ｗ

Ｌ Ｐガス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ． ７ ５ ｋＷ

NKWK- 65 8

附　属　器　具

８台

1

2

1

1

シンク

本体主材

開　戸

台　輪

棚　板

天　板

引　出

仕　 　 　様

ステンレス　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ　表面仕上： ＃４ ０ ０ 　 （ Ｄ＝１ ７ ０ ）

側パネル ： スーパーポス トフォーム加工（ Ｒ ８ｍｍ ）

内部 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

コンロ背面側 ： ケイカル板 ｔ ５ｍｍ貼 （ ビス止 ）

取外し式地板 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ｍｍ （ ビス止 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

スライド丁番 （ キャ ッチ付 ） 、品名差付ラインハンドル

ポリ合板貼（樹脂製コーナーガード付）

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラッシュ 　 　木口 ： シート貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

　 　 （ 奥行＝２ ０ ０ｍｍ 、 ３ ５ ０ｍｍ ）

ステンレス 　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ （ Ｒ付 ） 　表面仕上 ： ＃ ４ ０ ０

水切りロール加工、下地合板　 ｔ ９ｍｍ

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、品名差付ラインハン ドル

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

　 　 （ 奥行＝４ ０ ０ｍｍ ） 水栓 ・ 排水ト ラ ップ ・ コンセン トは材のみ支給、取付は設備 ・電気工事

給排水 ・ 電気の一次側接続及び接続に関する附帯工事は

電気 ・ 設備工事 （ 一切別途 ） 　配線モール等は材 ・ 工共に別途

オーブン用コンセン ト （ Ｅ Ｔ付 ）

シングルレバー混合水栓

大型ゴ ミ カゴ付排水ト ラ ップ

Ａ Ｃ電気コンセン ト （ Ｅ Ｅ Ｔ 付 ）

３ ッ口ガスビルト インコンロ

ガス消費量

ガス高速オーブン

消費電力

ガス消費量

附　属　器　具

AC- 1P (WKS2 1 6 )

NK8 7 1 11 JV

N-1 4BPs

AC- 2P (WN1 1 3 2 9 )

ＤＧ ３ ２ Ｔ ２Ｖ Ｑ１ＳＶ 　 （ハーマン ）

都市ガス （ １ ３ Ａ ） 　 　 　 　 ９ ． ８ ８ ｋ Ｗ

Ｌ Ｐガス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ． ８ ８ ｋＷ

Ｄ Ｒ ６ ０ １ Ｃ Ｓ Ｔ 　 （ハーマン ）

                        7 0W

都市ガス （ １ ３ Ａ ） 　 　 　 　 ４ ． ５ ３ ｋ Ｗ

Ｌ Ｐガス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ． ５ ３ ｋＷ

1

1

1

1

1

1

１台K- 1 １階　家庭科室　教師用調理台

配管立上り図

配管立上り図

K-2 １階　家庭科室　児童用調理台

K-3 １階　家庭科室　昇降式調理台 １台
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幕板 ： メ ラ ミン化粧板貼

背板

メ ラ ミ ン化粧板貼内部

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

内部

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

内部

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼
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K- 5

排水ト ラ ップは材のみ支給、取付は設備工事

水栓は材 ・ 工共に設備工事 （ 開孔径確認要す ）

給排水の接続に関する附帯工事は設備工事 （ 一切別途 ）

１階　相談室　壁面流し台

シーリングは材 ・ 工共別途 （家具工事外 ）

１ ヶ所 K- 6

K- 4 １ ， ３階　家庭科室 ・理工室　掃除用具入 ・収納戸棚 ２ ヶ所

１ ヶ所１階　図書室　受付カウンター

K-7 １階　図書室　両面傾斜２段書架

収納冊数：約６ ７ ２冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

１ ヶ所 K- 8 １階　図書室　両面傾斜３段書架

収納冊数：約１ ０ ０ ８冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

仕　 　 　様

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

天　板

アルミ品名差 アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８

附　属　品

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

４ ヶ所

アルミ品名差

附　属　品

アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

天　板

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

仕　 　 　様

シンク

天　板

本体主材

背　板

台　輪

引違戸

ステンレス　 Ｓ ＵＳ ３ ０ ４ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ　表面仕上 ： ＃４ ０ ０

ステンレス　 ＳＵ Ｓ ３ ０ ４ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ　 　表面仕上： ＃４ ０ ０

下地合板　 ｔ ９ｍｍ

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

仕　 　 　様

大型ゴ ミ カゴ付排水ト ラ ップ

附　属　器　具

N-1 4BPs 1

本体主材

引　出

台　輪

固定棚

天　板

仕　 　 　様

メラ ミ ン化粧板フラッシュ 　 （ 内部 ： 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼 ）

一部　樹脂コート化粧パーティ クルボード

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、樹脂製空気孔付堀込引手

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

メ ラ ミ ン化粧板貼 （下地合板 ）

木口： ＡＢＳエッジ ｔ ２ｍｍ貼

ポリ合板貼

仕　 　 　様【 掃除用具入 】

スライ ド丁番、 Ａ Ｂ Ｓ樹脂製ハンドル

マグネッ トキャ ッチ

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

＊地板　ステンレス板貼　ＳＵＳ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート ＭＤ Ｆ フラ ッシュ （ ハニカムコア芯 ） 　 　木口 ： シート貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

樹脂コー ト化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ ｍｍ

棚　板

開　戸

台　輪

本体主材

背　板

ハンガーパイプ

フ ック

雑巾掛け （戸裏 ）

附属品

ステンレス巻パイプφ ２ ５ （ Ｓ カン ９ ヶ付 ）

玉付回転フ ッ ク （ Ｔ Ｋ－３ ０ ）

ステンレス巻パイプφ９ ． ５ （ Ｌ ３ ５ ０ ）

1

3

2

仕　 　 　様【 収納戸棚 】

本体主材

引違戸

（ ガラス戸 ）

背　板

棚　板

中　天

引違戸

台　輪

引　出

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

枠組 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

ガラス ：透明強化ガラス ｔ ４ｍｍ、樹脂製ガラス押え縁

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

ポリ合板貼

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、品名差付ラインハン ドル

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

引き残しス ト ッパー
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１階　図書室　片面垂直６段書架

K-9 １階　図書室　片面垂直３段書架 １ ヶ所

収納冊数：約１ ４ ５ ８冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

１ ヶ所１階　図書室　片面垂直６段書架K-11１ ヶ所K- 10

K- 12 １階　図書室　片面垂直２段書架 １ ヶ所

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

ポリ合板貼

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

天　板

附　属　品

収納冊数：約８ ７ ０冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

アルミ品名差 アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

ポリ合板貼

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

附　属　品

アルミ品名差

収納冊数：約２ ０ １ ６冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８

収納冊数：約１ ６ ８冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

アルミ品名差 アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８

附　属　品

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

ポリ合板貼

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

本体主材

背　板

棚　板

台　輪

天　板

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

ポリ合板貼

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

附　属　品

アルミ レール、名札 ： Ｐ Ｅ Ｔ 樹脂 ｔ ０ ． ８アルミ品名差
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K- 1 3 １階　図書室　掃除用具入 ・整理戸棚 １ ヶ所

４ ヶ所２階　各特別支援教室　教師用戸棚K-16４ ヶ所２階　各特別支援教室　収納戸棚K-15１ ヶ所

収納冊数： 約６ ０冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

K- 14 １階　図書室　絵本架

K-17 ２階　各特別支援教室　児童用ロッカー ・掃除用入 ４ ヶ所 K-18 ３階　理科準備室　収納戸棚 １ ヶ所

仕　 　 　様【 児童用ロ ッカー 】

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口　 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工天　板

本体主材

背　板

固定棚

台　輪

仕　 　 　様【 掃除用具入 】

スライ ド丁番、 Ａ Ｂ Ｓ樹脂製ハンドル

マグネッ トキャ ッチ

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

＊地板　ステンレス板貼　ＳＵＳ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート ＭＤ Ｆ フラ ッシュ （ ハニカムコア芯 ） 　 　木口 ： シート貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

樹脂コー ト化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ ｍｍ

棚　板

開　戸

台　輪

本体主材

背　板

ハンガーパイプ

フ ッ ク

雑巾掛け （戸裏 ）

附属品

ステンレス巻パイプφ ２ ５ （ Ｓ カン ９ ヶ付 ）

玉付回転フ ッ ク （ Ｔ Ｋ－３ ０ ）

ステンレス巻パイプφ９ ． ５ （ Ｌ ３ ５ ０ ）

1

3

2

仕　 　 　様

本体主材

台　輪

背　板

棚　板

引違戸

引違戸

（ ガラス戸 ）

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

枠組 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

ガラス ：透明強化ガラス ｔ ４ｍｍ、樹脂製ガラス押え縁

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

引き残しス ト ッパー

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ 　 　木口 ：樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ６段， ３段 ）

ポリ合板貼

引き残しスト ッパー、プッシュ錠 （同番 ）

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

本体主材

背　板

引違戸

棚　板

台　輪

天　板

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ 　 　木口 ：樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

ポリ合板貼

引き残しスト ッパー、プッシュ錠 （同番 ）

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

背　板

引違戸

棚　板

台　輪

天　板

本体主材

仕　 　 　様

展示台

本体主材

間仕切

台　輪

背　板

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

木口 ： メ ラ ミ ン化粧板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

仕　 　 　様

メラ ミン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

ステンレス面付棚柱、ステンレス棚受 （可動ピッチ２ ０ｍｍ ）

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、樹脂製空気孔付堀込引手

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

引き残しス ト ッパー

中　天

本体主材

引違戸

背　板

棚　板

引　出

【 整理戸棚 】

ポリ合板貼台　輪

収納冊数：約８ ２ ８冊 （ １冊＝ ｔ ２ ０㎜にて算出）

仕　 　 　様【 掃除用具入 】

棚　板

開　戸

台　輪

本体主材

背　板

スライ ド丁番、 Ａ Ｂ Ｓ樹脂製ハンドル

マグネッ トキャ ッチ

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

＊地板　ステンレス板貼　ＳＵＳ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート ＭＤ Ｆ フラ ッシュ （ ハニカムコア芯 ） 　 　木口 ： シート貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

樹脂コー ト化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ ｍｍ

附属品

ハンガーパイプ

フ ック

雑巾掛け （戸裏 ）

ステンレス巻パイプφ ２ ５ （ Ｓ カン ９ ヶ付 ）

玉付回転フ ッ ク （ Ｔ Ｋ－３ ０ ）

ステンレス巻パイプφ９ ． ５ （ Ｌ ３ ５ ０ ）

1

3

2
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配管立上り図
略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC  1 0 0V

床立上は、 Ｆ Ｌ＋１ ０ ０以下として ください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

略

記

号

給水 給湯 排水 ガス 電気

AC  1 0 0V

床立上は、 Ｆ Ｌ＋１ ０ ０以下として ください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。
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K- 1 9 ３階　理工室　教師用実験台 １台

４台K- 20 ３階　理工室　児童用実験台

１ ヶ所

仕　 　 　様

本体主材

台　輪

引違戸

棚　板

天　板

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

木口 ： Ａ ＢＳ樹脂エッジ巻 （ チャコールグレー ）

Ｍ　 　 メラ ミン

引き残しス ト ッパー

３階　理工室　壁面作業台K-21

仕　 　 　様

木口 ： Ａ ＢＳ樹脂エッジ巻 （ チャコールグレー ）

Ｍ　 　 メラ ミン

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

コーナー部 ： ＡＢ Ｓエッジ ｔ ３ ． ０ｍｍ貼　面取り加工　

ポリ合板貼（樹脂製コーナーガード付 ）

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： シート貼

表面 ： メ ラ ミン貼　 　木口 ： ウレタン一体成形ソフ ト エッジ

天　板

本体主材

台　輪

棚　板

天フ タ

附　属　器　具

２ ッ口折畳み式化学水栓

陶製流司

ガスコ ック

Ａ Ｃ電気コンセン ト （ Ｅ Ｅ Ｔ 付 ）

カバープレート

ＮＳ １ ４ Ｂ Ｔ １－Ｆ 　

Ｎ Ｔ－１ ４ ６ Ｆ Ｔ （ 角穴タイプ ）

別途

AC- 2P (WN1 1 32 9 )

(WN7 5 9 1 )

2

2

2

2

水栓 ・ コンセン トは材のみ支給、取付は設備 ・ 電気工事

ガスコ ックは材 ・ 工共に設備工事 （ 開孔径確認要す ）

給排水 ・ 電気 ・ ガスの一次側接続及び接続に関する附帯工事は

電気 ・設備工事 （ 一切別途 ） 　配線モール等は材 ・工共に別途

仕　 　 　様 附　属　器　具

天　板

本体主材

台　輪

開　戸

棚　板

引　出

天フ タ

木口 ： Ａ ＢＳ樹脂エッジ巻 （ チャコールグレー ）

Ｍ　 　 メラ ミン

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

コーナー部 ： ＡＢ Ｓエッジ ｔ ３ ． ０ｍｍ貼　面取り加工　

ポリ合板貼（樹脂製コーナーガード付）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

スライド丁番 （ キャ ッチ付 ） 、品名差付ラインハンドル

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

口板 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

側板兼用鋼製スライ ドレール、品名差付ラインハン ドル

底板、先板 ： 樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

表面 ： メ ラ ミン貼　 　木口 ： ウレタン一体成形ソフ ト エッジ

ガスコ ック

陶製流司

２ ッ口折畳み式化学水栓

樹脂製ト レー

Ａ Ｃ電気コンセン ト （ Ｅ Ｅ Ｔ 付 ）

カバープレート

別途

Ｎ Ｔ－１ ４ ６ Ｆ Ｔ （ 角穴タイプ ）

ＮＳ １ ４ Ｂ Ｔ １－Ｆ 　

Ｐ Ｐ製　 ３ ９ ０ ｘ ３ ５ ０ ｘ ９ ０ 　 （ アイボ リー ）

AC- 2P (WN1 1 32 9 )

(WN7 5 9 1 )

1

1

1

1

8

水栓 ・ コンセン トは材のみ支給、取付は設備 ・ 電気工事

ガスコ ックは材 ・ 工共に設備工事 （ 開孔径確認要す ）

給排水 ・ 電気 ・ ガスの一次側接続及び接続に関する附帯工事は

電気 ・設備工事 （ 一切別途 ） 　配線モール等は材 ・工共に別途

ＡＲ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／２ ０ 　 Ａ ３＝１／４ ０家具詳細図 （ ５ ） Ａ－７ ０



幕板 ： メラ ミ ン化粧板貼
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ステンレス板貼
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※水栓 （ 材工共別途 ）

※水栓開孔径φ （ 　 　 　 ）
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R20

２ ０ （ 埋木 ）

１ ０ （ シーリング別途 ）

１ ０ （ シーリング別途 ）

5 40 0

本体主材

台　輪

背　板

棚　板

引違戸

引違戸

（ ガラス戸 ）

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

１ ヶ所

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

枠組 ：樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

ガラス ：透明強化ガラス ｔ ４ｍｍ、樹脂製ガラス押え縁

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

引き残しス ト ッパー

３階　図工準備室　収納戸棚K-23１ ヶ所３階　理科準備室　壁面流し台K-22

シーリングは材 ・工共別途 （家具工事外 ）

K- 24 ３階　図工準備室　収納棚 １ ヶ所 K-25 ３階　音楽室　窓下収納戸棚 ３ ヶ所

１ ヶ所K-26 ３階　音楽室　腰下収納戸棚 ・掃除用具入

仕　 　 　様【 腰下収納戸棚 】

本体主材

台　輪

背　板

棚　板

引違戸

天　板

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

仕　 　 　様【 掃除用具入 】

棚　板

開　戸

台　輪

本体主材

背　板

スライ ド丁番、 Ａ Ｂ Ｓ樹脂製ハンドル

マグネッ トキャ ッチ

ポリ合板貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

＊地板　ステンレス板貼　ＳＵＳ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

樹脂コート ＭＤ Ｆ フラ ッシュ （ ハニカムコア芯 ） 　 　木口 ： シート貼

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

樹脂コー ト化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ ｍｍ

ハンガーパイプ

フ ック

雑巾掛け （戸裏 ）

附属品

ステンレス巻パイプφ ２ ５ （ Ｓ カン ９ ヶ付 ）

玉付回転フ ッ ク （ Ｔ Ｋ－３ ０ ）

ステンレス巻パイプφ９ ． ５ （ Ｌ ３ ５ ０ ）

1

3

2

本体主材

台　輪

背　板

棚　板

引違戸

天　板

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

メ ラ ミ ン化粧板貼　ポス ト フォーム加工

仕　 　 　様仕　 　 　様

本体主材

背　板

台　輪

棚　板

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ： 樹脂シー ト ｔ １ ． ０ ｍｍ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

仕　 　 　様

台　輪

天　板

シンク

引違戸

本体主材

ポリ合板貼

ステンレス 　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ｍｍ （ Ｒ付 ） 　表面仕上 ： ＃ ４ ０ ０

下地合板　 ｔ ９ｍｍ

ステンレス 　 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 　 ｔ １ ． ０ ｍｍ 　表面仕上 ： ＃４ ０ ０

樹脂コート化粧パーティ クルボード 　 　木口 ： シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

引き残しス ト ッパー

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

＊取外し式地板 ：樹脂コー ト化粧ＭＤ Ｆ ｔ ４ｍｍ （ ビス止 ）

附　属　器　具

大型ゴ ミ カゴ付排水ト ラ ップ N-1 4BPs 1

排水ト ラ ッ プは材のみ支給、取付は設備工事

水栓は材 ・ 工共に設備工事 （ 開孔径確認要す ）

給排水の接続に関する附帯工事は設備工事 （ 一切別途 ）

Ａ Ｒ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／２ ０ 　 Ａ ３＝１／４ ０家具詳細図 （ ６ ） Ａ－７ １



OPEN

固定棚
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K- 27 ３階　音楽準備室　大型楽器棚 ２ ヶ所 K-28 ３階　音楽準備室　小型楽器棚 ３ ヶ所

仕　 　 　様

台　輪

背　板

棚　板

本体主材 樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フラ ッシュ

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

一部 ： 樹脂コート化粧パーティ クルボード

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

本体主材

台　輪

背　板

棚　板

仕　 　 　様

樹脂コート化粧パーテ ィ クルボード

木口 ：樹脂シー ト ｔ １ ． ０ｍｍ貼

ポリ合板貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ貼

樹脂コート化粧ＭＤ Ｆ フ ラ ッ シュ 　 　木口 ： 樹脂シート ｔ １ ． ０ｍｍ貼

棚ダボφ９ 　 （ ３段 ）

Ａ Ｒ Ｔ 　 Ｓ Ｐ Ａ Ｃ Ｅ 　 Ｃ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

記　事 図面名

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ７ ９－８ ２－５ ５ ５ ４本社〒８ ２ ８－０ ０ ２ １福岡県豊前市大字八屋１ ６ ４ ８－１ １

一級建築士　第１ ２ ６ ８ ７ ４号　 　田中　孝秀

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ 図面番号工事名 吉木小学校教室棟大規模改修建築工事

管理技術者 主任 検印

Ａ １＝１／２ ０ 　 Ａ ３＝１／４ ０家具詳細図 （ ７ ） Ａ－７ ２


